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第111図  平成 5年度出土遺物実測図
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平成 6(1994)年度

現地調査期間……平成 6年10月 3日 ～12月 9日

調査箇所……松江市上本庄町原後1539-2番地外

平成 6年度においては、 7工区、 8工区について トレンチ (10× 2m)40箇所を設定 し、遺跡の有

無の確認調査を実施 した。

7工区

7工区については水田部分に トレンチ (10× 2m)17本 を設定 し、調査を実施 した。調査の結果、

土層の堆積状況としていずれの トレンチにおいても表土は水田の耕作土で、その下層 (第 2・ 第 3)

は茶褐色及び責褐色～灰褐色の粘質土であり、最下層は転石 (河原石)を 含む自然堆積物の砂層や礫

層によって形成されており、本庄川の流入があったものと考えられる。

T-6に ついては排水施設と思われる箇所を検出

したが、生木 (竹 ・枝)を 組み合わせたものであり

近年の排水施設と推定される。T-14に ついては水

田面下約30～ 60cmにおいて黒色粘質土層が検出して

いるが、この下層より礫層が、また南側同レベルに

おいて暗茶褐色砂質土 (礫混入)を それぞれ検出し

ていることからこの黒色粘質土層は旧耕作上で南側

の砂質土層は近年の土地改良によるものと思われ

る。これらの土層においては遺物は出土 しなかっ

た。

T-16に ついては水田面下約30cnlに おいて明灰色

粘質土における杭跡が検出されたが、 トレンチ内に

おいて 1箇所 しか検出されず、遺物も出上 していな

いことからこの杭跡が近年のものと考えられる。

遺物については、ほとんどが摩滅 し、本庄川上流

からの流れ込みによるものだと思われる。T-8,

13・ 15については耕作土より須恵器、土師器の細片

がそれぞれ出土 した。

T-1～ 7・ 9～ 12・ 14については耕作土及び砂

礫層から須恵器、土師器、古式土師器の細片がそれ

ぞれ出土 している。

T-9に ついては水田面下約20cmの青灰色砂質土

層 (礫混入)よ り小型短顎重が底部を上に向けて出

土 した。

T-16・ 17については遺物は出土 しなかった。

T-7完 掘状況

T-11完掘状況

T-12完掘状況
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W L=2100m

N_L=23.00m

S L=2100m

1 灰色粘質土 (耕作土 )

2.灰色粘質土 (礫・転石混入)

3.茶掲色砂質土 (礫・転石混入)

4.暗帽色砂質土

1.灰色粘質土 (耕作土)      4.
2 暗灰色粘質土 (礫 混入)     5
3.淡緑灰色粘質土 (礫・転石混入) 6.

W L=23.00m

暗茶掲色粘質土 (耕作土)  4.黄 茶褐色粘質土 (礫混入)

灰褐色粘質±        5 明茶色粘質土

茶掲色粘質±        6.暗 灰褐色粘質土

W     N L=20.50m

S― L=28.00m

E

S

m  T‐40

1~｀「
::::::号::::::::::;'

淡緑褐色粘質土 (礫・転石混入)

黒褐色粘質土

青灰色粘質土

S L=26.50m    上

2封

:三三:三:三三三3_5

E
茶褐色粘性土(礫混入)

灰褐色粘質土  黒緑掲色粘質土 総色砂質土

1.暗茶掲色粘質土 (耕作土)   6.緑 褐色砂質土 (礫混入)

2 青灰褐色粘質土 (耕作土)   7 緑茶褐色粘質土
3 青茶掲色粘質土 (礫混入)   8,緑 色砂質土
4.灰茶褐色粘質土 9.暗掲色粘質土
5 暗緑掲色砂質土 (礫混入)  10。 暗掲色砂質土 (礫混入)

第112図  平成6年度調査 トレンチ土層断面図

8工区

8工区については水田部分に トレンチ (10× 2m)23本を設定 し、調査を実施 した。調査の結果、

土層の堆積状況としていずれの トレンチにおいても表土は水田の耕作上で、その下層 (第 2・ 3層 )

はほぼ茶褐色及び暗褐色～灰褐色の粘質土 (T-27を除 く)であり最下層は転石 (河原石)を含む自

然堆積物の砂層や礫層によって形成されてお り、本庄川の流入があったものと考えられる。同時に ト

レンチの所々で近年の土地改良の痕跡が垣間見 られ

る。

T-32については第 3層 より黒褐色粘質土による一

見溝状遺構 らしきものが検出したが割合に浅 く、遺物

も出土 していないため遺構であるかは判断しがたい。

T-37については水田面下約30cmよ り暗褐色粘質土

における杭跡が検出されたが、T-16同様近年のもの

と思われる。 T-32完掘状況
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遺物についてはほとんどが摩滅 し、本庄川上流から

の流れ込みによるものと思われる。T-18・ 22・ 32・

35'39については耕作土より須恵器、土師器、白磁器

の細片がそれぞれ出上 している。T-23・ 33・ 34に つ

いては粘質土から須恵器、土師器の細片がそれぞれ出

上 している。T-25。 27～ 29・ 36。 40に ついては耕作

土及び砂礫層から須恵器、土師器、古式土師器の細片

がそれぞれ出土 している。

T-40に ついては水田面下約30cmの青茶褐色粘質土 (礫混入)よ り土師器の高杯脚部 2、 口縁部 1

が出土 している。

T-19～ 21・ 24・ 26・ 30・ 31・ 37・ 38に ついて遺物は出上 しなかった。

T-40完掘状況
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平成 7(1995)年度

現地調査期間……平成 7年 4月 27日 ～ 5月 31日

調査箇所……松江市上本庄町1523-1番地外

平成 7年度 8工区の発掘調査を行うため、基本的に扇状地の等高線に垂直になるように下記の通 り

の トレンチを設定 し、調査を行つた。

T-1(40× 2mの トレンチで、北から南へ6m、 8m、 8m、 8m、 6mに区画し、①区～⑤区

とする。)

T-2(14× 2mの トレンチで、北から南へ8m、 6mに区画し、①～②区とする。)

T-3(24× 2mの トレンチで、北から南へ8m、 8m、 8mに区画し、①区～③区とする。)

調査の結果、土層の堆積状況はいずれのトレンチにおいても表土は水田の耕作上であった。その下

層には、同質であるが酸化鉄の脱漏によつて脱色さ

れ灰色系を呈する粘質土層が存在 している。この第

2層 までは既に人為的撹乱を受けてお り、さらにT

-12においては、責褐色系粘質土層に至るまで大規

模な人為的撹乱があったと推定される。なお、撹乱

層の下は、全ての トレンチにおいて土石流に起因す

るものと推定 される砂質土 または礫が堆積 してい

た。

T-l①～④、T-3①は、遺物包含層が第2層

までの耕作土層及び同質の灰色系粘質土層に限ら

れ、土師器から近世に至るまでの上師質土器や須恵

器、陶磁器が混在しており、遺構も検出されなかっ

た。

T-l⑤、T-3② o③においても、第2層 まで

から他調査地区同様、他時期に至る遺物が出土した

が、本調査区については第3層以下からも遺物を検

出した。

T-l⑤は第3層から土師器細片6片が出上した

が、人為的な撹乱を受けており、遺物は検出されな

かった。

T-2①からは表土下から中世陶器片1片が出土

したが、T-2②からは遺構・遺物は検出されな

かった。

T-3②からは、第3層 から平瓶と推定される須

恵器片が 1片、甕と推定される須恵器片2片が出土

T-1完 掘状況

T-2完 掘状況

T-3完 掘状況
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N L=2800m

二 L=2650m

T― 卜①

1.暗灰褐色弱粘質土 (耕作土・遺物包含層 )

2.暗灰色粘質土 (遺物包含層 )

3.灰褐色粘質土
3'.    ″  (礫 ・転石多量に混入)

4.灰白色粘質上 (進物包含層)

5.濃灰色粘質土
6.黒灰色粘質土
7.黄掲色粘質土

T‐ 2-②

平成 6年度
T-32

T― 卜⑤

8.淡緑灰色砂質上 (幾分締まりあり)

8'.    ″   (礫 ・河原石多量に混入)

9,淡青灰色砂質土 (粘性あり、礫・河原石多量に混入)

10。 淡緑灰色砂礫 (河原石多量に混入 )

引 .濃緑反色砂質土
12.晴褐色粘質土
13 暗褐色砂質土
14 茶褐色砂質土

S

S  L=27.00m

1 暗灰掲色弱粘質土 (耕作土・遺物包含層)

2.暗灰色粘質土 (礫混入)

3.暗黄掲色粘質土 (礫混入)

4.青灰色砂質土

5.青灰色砂礫

T‐ 3‐②

T-3-③

6 緑灰色砂質土
7 淡緑灰色砂礫
8 灰色粘質土 (礫・転石混入)

9 茶掲色砂礫

第114図  平成 7年度調査 トレンチ土層断面図

T-2-①

6  ~       ~

T-3-①

1 暗灰褐色弱粘質土 (耕作土 )

2 暗灰色粘質土 (礫混入 )

3.暗青灰色粘質土 (礫多量に混入、遺物包含層)

4 緑灰色砂質土

4'.   ″  (礫 ・ 転石混入 )

5 黄褐色弱粘質土

6 淡緑灰色砂礫 (転石多量に混入)

7 明褐色粘質土 (礫混入)

3.淡灰色粘質土
9.灰褐色砂質土
10.暗掲色粘質土 (界面より古式上師器壷 )

T-1-②
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第115図 平成 7年度出土遺物実測図

した。礫層からの出上であること、甕片の摩減が著しいことなどからすると、旧河川による遺物流入

であると考えられる。遺構は検出されなかった。

T-3③からは、土層面に流路の断面が検出され、河川堆積と推定される灰褐色砂質土と暗褐色粘

質土の界面から土師器甕片が出上した。流路跡の規模は不明であるが、現本庄川の氾濫を想定した場

合、影響を受けやすい区域であることを考えると遺物流入の可能性が高い。遺構は検出されなかった。
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平成 8(1996)年度

前期調査

現地調査期間……平成 8年 4月 22日 ～ 7月 18日

調査箇所……松江市上本庄町1511番地外

平成 6年度調査で遺物が多量に検出された3地点について、 2× 40mの トレンチを設定 し、東から

順に第 1、 第 2、 第 3調査区とし、遺物や遺構の検出に応 じて拡張する形で調査を行った。第 1調査

区では溝状遺構 2、 掘立柱建物跡 1、 小竪穴状遺構跡 1、 ピット数穴が検出され、古墳時代を中心 と

した多量の遺物が出上 した。第 2調査区では遺構はなかったが、古墳時代を中心とする弥生から中世

までの土器類が多量に出土 した。第3調査区では弥生～古墳時代の竪穴住居跡 3棟、掘立柱建物跡 2

棟、ピット多数が検出され、弥生～古墳時代の遺物が多 く出土 した。

第 1調査区

土層について

第 1層 水田耕作土

第 2層 淡灰色粘質土

第 3層 黄茶色粘質土 (小 ～中礫を多量に含む)遺物多量

第 4層 暗灰色粘質土 (礫 をほとんど含まない、炭を点々と含む)遺物多量

第 5層 灰褐色粘質土 (20～ 70cm大 の礫、転石を多量に含む)

土石流によるもので調査区内の北から東にかけて広がる。遺物多量

第 6層 灰青色粘質土 第 5層の東部直下にのみ見られる。遺物少量

第 7層 淡責緑色粘質土 (小 ～中礫を多量に含む)第 6層 の下で確認、遺物なし

第 8層 淡橙色～淡責緑色粘質土 遺物なし

第 7層 と第 8層 の上下関係については確認できていない。

遺構について

第 3層上面で第 1遺構面、第 8層上面で第 2遺構面を検出した。第 1遺構面にはSD-01、 SD一

〇2があり、第2遺構面はSB-01と ピット、小竪穴状遺構が存在 した。

7工区調査前全景
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第2遭構面

SD-01検出状況

Q④

第116図 第 1調査区平面図

溝状遺構 1(SD-01)

上端幅35cm、 下端幅25cm、 深さ30～35cmを

測る断面逆台形状を呈し、約3分の2の深さ

まで5～30cm大 の礫が充填されていた.。 礫の

上には板状のものをかぶせて埋め戻した痕跡

が見られた。検出長は約10mであるが、東西

方向にさらに伸びるものと思われる。溝底面

のレベルは東西で15cm程の高低差があり、東

が低 くなっている。以上のことから用途とし

ては暗渠状のものと考えられるが、類例を知

らず決め手に欠ける。 .

また出土遺物がなく時期がよく分からない

が、中世の上師質土器や古墳時代後期の遺物

を含む土層に堀り込まれていることから、中

世又は近世の遺構と考えられる。

溝状遺構2(SD-02)

SD-01に平行して走る浅い溝である。上

端幅35～ 70cm、 下端幅15～ 25cm、 深さ6～ 10

cmを 測 り、断面は浅いU字状を呈している.。SD-01の石列と土石流
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N L=22.50m

第117図  SD-01・ 02実測図

検出長は約10mであるが、SD-01と 同じくさらに東西に伸びるものと思われる。東西の溝底面のレ

ベル差は約10cmあ り、やはり東が低 くなっている。出土遺物はなかった。検出した層面からするとS

D-01と 同時期に存在 したものと思われる。

掘立桂建物跡 (SB-01)

東西 2間 ×南北 2間の建物跡である。中央の

ピットをこの建物に関連 したものとすると総柱

の建物 となり、さらに北へ伸びる可能性が出て

くる。柱間距離は西側1.6+1.8m、 南側1.8m

等間、東側1.8+2.4m、 北側1,9m等 間を測る。

ピット中の遺物は須恵器や土師器の細片であ り

時期がはっきりしないが、この遺構面を覆った

第4～ 5層の遺物は古墳時代前期～後期に限定

され、しかも完形のものや完形に近い状態に復

元できるものが多数あるので、この建物は古墳

時代後期の上石流により廃絶 した ものであろ

う。土石流は石の重なり具合からすると北西か

ら南束の方向へ流れたと考えられる。

SD-01検出状況

-153-



tu00・ 33=■ 7

LI

◎ど

③

「
∩
ｖ
　
　
　
③

Ｎ

坪

引
⑥Ａ

一

‐（卜
Ｆ＝中中ｂ
ｏヨ

Ｅ
ｏ
ｏ
．劇
劇
ｗ
コ

‐・・
１

判
|。

③
」

W」
l

B L〓
22.00m

◎

Ъ

ｄ

⑪

『

第118図  SB-01実 測図

小竪穴状遺構

東西2,2× 2,4mの 落ち込みの底にピットが 2穴

発見された。落ち込みはやや不整な円形を呈 し、

深さは中央部で約30cmあ る。ピットは西北部分の

下端に沿ってあり、直径30cm、 深さ40～ 50cmを 測

る。落込み内の堆積土から古墳時代前期の土師器

片が出上 している。

小竪穴状遺構検出状況
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0                         10cm

第119図 第 1調査区出土遺物実測図
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0

第6層の遺物

0                10cm

第120図 第 1調査区出土子持勾玉実測図

逗物について

第 2層の遺物

第 3層 の遺物

第4～ 5層 の遺物

近世の摺鉢片、土錘、不明

鉄器、須恵器片、土師器片

土師質土器片、須恵器片、

土師器片

古墳時代中～後期の須恵器

(杯蓋、杯身、高杯提瓶、甕

等)、 土 師 器 (高 杯、椀、

甕、甑、竃等)古墳時代前

期の上師器 (甕、低脚杯等)

須恵器・土師器小片

子持勾玉について

第 1調査区北 4m地点で

出土 した子持勾玉は、本体

部は残存長10cm、 最大幅 4

cm、 厚 さ3.7cm。 胴部断面

は円形で、頭部は欠損、尾

部は僅かに平坦面をなす。

穿孔は 1箇所円形に穿つて

いる。胴体の腹部 に 1個、

背吉Ьに3イ固、 側面に3イ回ず

つの突起を有する。色調は

淡褐色に暗青灰色の不整な

しま模様である。石材は滑

石と考えられる。

第 2調査区

水田の坪ごとに北からT-2-1区 、T-2-2区 、T-2-3区 として調査 した。土層の堆積状

況については第 1層水田耕作土、第 2層淡灰色粘質土、第 3層灰色粘質土・遺物少量、第4層灰色粘

質土 (5～ 6 cm大の礫を多 く含む)・ 遺物少量、第 5層茶灰色粘質土 (4～ 5 cm大 の礫を少量含む)。

遺物少量、第 6層 暗灰色粘質土 (中 ～大礫・転石を多 く含む)。 遺物多量、第 7層責灰色粘質土 (中 ～

大礫・転石を多 く含む)・ 遺物なしである。T-2-1区 では第 2層 の下に第 6層があり、T-2-

2区では第 2層 の下には第 5層 が堆積 していた。第 3と 第 4層 はT-2-3区 にだけ見られた。

第 1調査区遺物出土状況
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平成 6年度 トレンチ埋土

N L=22.50m

N L〓
22.50m

1.水田耕作土
2.淡灰色粘質土
3.灰色粘質土
4.灰色粘質土(5～ 6cm大の礫を多く含む)

5.茶灰色粘質土(4～ 5cm大の礫を多く含む)

6.晴灰色粘質土(中 ～大礫・転石、遺物を多く含む)

7.黄灰色粘質土 (中 ～大礫・転石を多く含む、無遺物層)

第121図 第 2調査区土層断面図

遺物について

ほとんどの遺物はT-2-2区 とT-2-

3区北端の第 5～ 6層 中から出土 している。

弥生土器 (中期の甕口縁部、後期の甕口縁

部)土師器 (古墳時代中～後期の椀、高杯、

甕、竃等)須恵器 (古墳時代後期の蓋イ類、

提瓶、壷、甕、歴史時代の杯底部等)土師質

土器 (糸切 りの底部片)

S

T-2-2完 掘状況 T-2-3完 掘状況

T-2-2遺 物出土状況
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第122図 第 2調査区出土遺物実測図 (I)



第 3調査区

土層について

第 1層 水田耕作土

第 2層 淡灰色粘質土

第 3層 黄茶色粘質土 (小 ～中礫を多 く含む)遺物多量

第4層 灰掲色粘質土 (小～大礫を含む)遺物多量

第 5層 灰橙色～橙色粘質土 (礫 を多 く含む部分 と全 く含まない部分がある。)遺物なし

調査区の北半では第 3層 の直下が第 5層 であったが、南半では第 4層 が堆積 していた。坪堀 1、 2

は南半と同様の堆積状況であったが、坪堀 3、 4は第 2層 の直下は第 5層 になっていた。

遺構 と遺物について

第 5層上面で竪穴式住居跡 3棟、掘立柱建物跡 2棟が検出された。

S十 -01

第 3調査区全景

SI-01検出状況
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SI-01遺物出土状況



Ｎγ

第124図  第 3調査区平面図

平面形は円形に近い隅丸方形で、大きさは検出面で5。 4× 5,4mあ り、深さは床面まで約30cmあ る。

主柱穴は4本である。柱穴の掘 り方は50～ 70cm、 深さ60～ 70cmを測 り、柱痕は直径20～ 25cmで あっ

た。中央部にはピットがあり、上端周辺が焼けて炭が広がっていた。周壁の直下には周溝が巡 り、北

と西では2条 に別れている。西の隅の床面には複合口縁を持つ甕が 2個伏せた状態で検出された。そ

のうち 1個は完形を保ち、小さな台をつけた底部を持つものである。床面には他に複合口縁の甕数イ固

体が散在 してお り、また軽石が 1個出土 していて注目される。これらの出土遣物により、この住居は

弥生時代後期後半のものと判断される。
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第125図  SI-01出 土遺物実測図
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第126図  SI-01実 測図

S I-02

検出時の平面プランと検出面に多 くの土器

片が見られたことから、竪穴式住居跡と考え

て調査を行った。東側部分については トレン

チ調査を行った時点では平面プランに気づか

ず断面の観察で落ち込みを確認 したものであ

る。北側部分については川跡によって削 り取

られていた。残存部分は東西約 3m、 南北約

2m、 深さは10～20cmで ある。遺物は検出面

付近に多 く、古墳時代後期の須恵器 (杯蓋類、

甕片等)、 土師器 (甕、竃等)がある。柱穴

は調査範囲では検出されなかったが、川で流

された部分にあったかもしれないので、建物

跡の可能性を考えた。

卜 1苫
∞山TOI

③
⑤

l・

ギ
i)

年

SI-02検出状況
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歯0°         言甘:と解跡ザ積土
3.灰色砂礫…………  ″

4.暗灰色粘質土(炭混)…・S卜 02堆積土

Ч
I

引 |

0                                    4m

|

第127図  SI-02実 測図

卜

0                10cm

4

第128図  SI-02出 土遺物実測図
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S I‐-03

坪掘 2の東壁に住居跡 と思われる土層断面が見

られたので拡張調査 したものである。平面形は隅

九方形で、規模 は南北 5m、 東西推定5。 4m、 深

さ20～40cmを 測る。主柱穴は4本あり、床面中央

部にはよく焼けた焼土と炭が見られた。住居跡内

部からは古墳時代後期の須恵器や土師器が出土 し

てお り、この時期のものであろう。

|∪
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1児

Ｅ
ｏ
ゆ

ｏ
［
＝
コ

ｉ
ｂｌ
「

B  L〓 2050m

第129図  SI-03実 測図

SI-03検出状況
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10cm

第130図  SI-03出 土遺物実測図

-165-



SB-02

東西 4間 (7m)ま たは4間以上 (東側する柱穴を検出しきれなかったため)、 南北 3間 (4.5m)

の東西に長い建物である。ピット中及び検出面の須恵器から古墳時代後期のものと考えられる。
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第131図  SB-02実 測図
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SB-02検出状況 SB-03検出状況

SB-03

東西3間 (4m)× 南北4間 (7m)の南北に長い建物である。検出面の上器から古墳時代後期の

ものだと考えられる。
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第132図  SB-03実 測図
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後期調査

現地調査期間……平成 8年10月 15日 ～12月 24日

調査箇所……松江市上本庄町松ケ根1587番地外

調査は14ヶ 所に トレンチ (2× 10mも しくは25× 8m)を 設定 し行った。

10工 区の西側 (T-1・ 3・ 4・ 7～ 10)は大半が自然堆積層 と考えられ、遺構は確認されず遺物

は第 1層 ～3層で数片出上 した。東側 (T-2・ 5'6。 11～ 14)は 土石流などと一緒に流れ込んで

きたと思われる遺物が多 く出土 したが、T-11を 除いて遺構は確認 されなかった。T-11で は小穴

(ピ ット)が検出されたが、詳細は不明である。

各 トレンチの調査概要

T-1、 2は土層が粘質土による自然堆積層で、

礫はほとんど見られなかった。遺構は確認されず、

遺物は土師器、須恵器、磁器などの細片が数片出土

した。

T-3、 4は小 さな礫を含んだ層が見られた。遺

構は確認されず、遺物は須恵器、土師器の細片が数

片出土 した。

T-5、 6は河ナH(本庄川)の氾濫による土石流

で流れ込んだと思われる大型の石が多数見 られた。

遺構は確認されなかったが、遺物は土師器、須恵器

の細片は多 く出土 したが大半が摩滅 しており上石流

と一緒に流れ込んだものと思われる。

T-7は トレンチの付近に送電線用の鉄塔があ

り、建設時に掘 り返され再び埋め戻されているため

土層は攪乱されている。遺構は確認されず遺物は須

恵器片が数片出上 した。

T-8,9の 付近は地主の話によると明治時代に

くば直 しをしたらしくその痕跡が見られた。小さな

礫を含んだ層があ り、中央でその層の上に粘質土が

乗せて平坦な地形にしている。遺構は確認できず遺

物は土師器片が数片 と磁器片が出土 した。

T-10は 礫混 じりの層が見られたが、遺構は確認

されず遺物は須恵器片、陶器片が数片出土 した。

T-11は 10工 区の南東側に位置 し、扇状地の先端

部と思われる。耕作土の下は小 さな礫を多量に含ん

だ層が堆積 し、層の上面に土師質土器がほぼ南北方

-168-

10工区全景

T-5完 掘状況

T-6完 掘状況



向に並んですべて口縁部を上に向けて数枚重ねた状態で出土 した。また土師質土器の検出面からは鉄

製品が出土 した。この礫混入層からは土師器・須恵器・白磁などの細片が多量に出上 した。遺構はこ

の礫混入層の下面からい くつかのピットを検出したが詳細は不明である。

N L=23.00m

1.淡茶褐色土
2.暗灰色土
3.暗茶褐色土
4.灰褐色土

灰掲色土
濃灰掲色土

SN  L=22.00m

N L〓19.60m

1.灰色土
2.濁灰色土
3.暗褐色土
4.暗灰色土

灰掲色土
茶褐色土
暗茶掲色土

第133図 10工 区調査 トレンチ土層断面図
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第134図  T-11実 測図

T-12では遺構が確認されなかった力S、 第 2層 から第4層

にかけて土師器や須恵器の細片など多くの遺物が出土している。

T-13・ 14で は遺構が確認されず、遺物も土師器や須恵器

の細片が数片出土した。

-170-

土師質土器出土状況

T-12完掘状況

鉄製品出土状況



N_

一 L〓 19.20m

0                         50cm

第135図 T-11遺物出土状況図

遺構について

土師質土器は礫の上に置かれた状態で出土 したが、この付近を精査 した結果、礫は人為的に組み合

わされたものではなく、土砂 とともに流入していた痕跡が見られたため自然に流れ込んでたまったも

のと思われる。以上のことから土師質土器は礫の中にある土を若干取 り除いてやや掘 り窪めた状態で

置いたと考える。

また土師質土器を検出した層の下面からいくつかのピットが確認されたが、土師質土器とは検出し

た面が異なり、また礫混入層から出土 した遺物には時期幅が見られるため土師質土器との関係は現在

のところ不明である。土師質土器の出土状況から埋葬に使われたものではなく祭祀に使われたと考え

られ、関係があるとすればその祭祀に関連 した建物跡 もしくは施設跡とも考えられる。 しか し、この

辺 りの土壊は非常に軟弱な礫混入層であり検出したピットも小規模のため、恒久的なものよりも一時

的なものと考えられる。        
マ

0

´
顔

喰
電
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0                            10cm

第136図  T-11出土土師質土器実測図

遺物について

10工区で出上 した遣物は、全体的に時期幅がありその大半が摩減 してお り流れ込んできたものと思

われ、T-5・ 6・ 11・ 12以外は数片程度 しか出上 していない。。ここでは代表的なものを取 り上げ

てみた。

T-5か ら出土 した甑は把手部分だが、この把手は差 し込みによって取 りつけられており、古墳時

代中期によく見られる技法の一つである。

T-11か ら出土 した須恵器は同じ層から高杯、回転糸切 り痕をもつ碗、皿類、高台付の皿などが出

上 しているが、かなりの時期幅が見られる。白磁は横田・森田両氏の出土陶磁器形式分類表の碗Ⅳ類

に相当すると思われ、12世紀後半以降のものである。

土師質土器はすべて底部に回転糸切 り痕が見られ、形態は碗形や皿型などさまざまである。口径は

10cta前後と小型のものが大半であり、回縁部に油煙痕など灯明皿として使った痕跡が見られないこと

から供膳具として使用 したと思われ、形態から12～ 13世紀のものと思われる。また同地点から出上 し

た鉄製品は形状から刀子 もしくは小刀の類と思われる。

T-12か ら出土 した施釉皿は内面にのみ釉が施されてお り、また焼成時と思われる砂目積みの跡が

内面に見られる。
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0                          10m

第137図  T一 ¬出土鉄製品実測図

T-11出 土鉄製品
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平成 9(1997)年度

現地調査期間……平成 9年 5月 6日 ～ 7月 31日

調査箇所……松江市上本庄町字荒船1995-1番地外

本調査地内に、10× 2mの規模を基本 とする、 9本の トレンチを設定 して遺跡、

調査を実施 した。

遺構の有無の確認

T-1～ 4は同じ谷の水田に設定 し、T-1が 谷の奥面にまたT-4が 谷の入 り口面に位置する。

T-1・ 2について

双方ともに、耕作土 (表土)の下は砂礫層 (地 山)であり、遺構は検出できなかった。遺物 も出土

しなかった。

T-3に ついて

耕作土 (表土)の下には灰褐色土、黒掲色上が堆積 してお り、その下に砂礫層 (地 山)が認められた。

遺構、遺物は検出されなかった。

T-4に ついて

耕作土 (表土)の下に遺物を含む厚さ約16cmの灰褐色上があり、その下に黄褐色土 (地 山)が認めら

れた。遺構は検出できなかった。遺物は、古墳時代後期 と思われる須恵器の甕片が 1片ほど出土 した。

12工区全景

T-1完 掘状況 T-2完 掘状況
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ミL=1.00m Ｅ

一
Ｎ
一

T‐4

5

耕作土
灰褐色土
黄掲色土(客± 7)

耕作土
灰掲色土
黒掲色土(遺物包含層)

地山(砂礫層)

灰掲色土
濃青灰色土(耕作土 ?)

地山(砂礫層)

灰掲色土
濃青反色土(耕作土 ?)

EL=3.00m

壁L=1.50m
Ｓ
一氏

千
i:::::::::::::::::::;L~~1

T‐6

1.耕作±               4.黒 色粘上層
2.赤灰褐色砂礫層(現代の窪直し層) 5.青 灰色細砂層
3.反色細砂層(現代の窪直し層)   6.責 反色砂礫層

第138図 平成 9年度調査 トレンチ土層断面図

耕作土
反褐色土(遺物包含層)

地山(黄褐色土)

NL=3.00m

NL=1.00m

WL=1.00m

T-3完 掘状況 T-4完 掘状況
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T-5'6は 、T-1～ 4と は別の谷の水田に設定 し、T-5が 谷の奥側に、またT-6が 谷の入

口側に位置する。

T-5に ついて

耕作土 (表土)の下に遺物を含む厚 さ約30cmの 暗褐色上が堆積 してお り、その下に砂礫層 (地 山)

が認められた。この トレンチの南側半分では表土と暗褐色上の間に灰褐色土と黄褐色土が認められた

が、この堆積状況などから後世に客土されたものと判断できた。しか し、遺構は検出されなかった。

遺物は須恵器が計 8片程出上 してお り、杯、皿、董、甕などの器種が認められた。これらは、口縁部

の形態的特徴や底部回転糸切 りという技法的特徴から、 8世紀中頃～9世紀前半 と思われる。

T-6に ついて

耕作土 (表土)の下に灰褐色上が堆積 し、その下に遺物を含む厚さ約30cmの黒褐色土があり、地山

の砂礫層へ と続 く。遺構は検出されなかったが、遺物は多種にわたって検出されてお りその中心の時

期は概ね8世紀中頃～9世紀前半になると思われる。この中で最も古 く遡るものとしては、縄文時代

草創期 と思われる安山岩質の有舌尖頭器や縄文土器片が認められ、また弥生時代末期の「草田4式～

6式」 と思われる甕片が 2～ 3片ほど出土 した。それ以後では、古墳時代～9世紀前半の須恵器、中

世の亀山焼系の甕片、中世末期 と思われる瓦片、近世以降の陶磁器などが多 く出上 した。この他には、

砥石及びその可能性が認められるものが 5個ほど出上 した。

―(ご>一

〇              5cm

―
第139図  T-5出 土有舌尖頭器実測図

T-5完 掘状況 T-6完 掘状況

-176-

T-5出 土有舌尖頭器



T-7に ついて

T-7は 、T-1～ 4が位置する谷 とT-5。 6が位置する谷の合流地点である。 この付近が周囲

よリー段高いことか ら何 らかの遺構が存在する可能性が高い と思われた。 しか し調査の結果、耕作土

(表土)の下に黒色粘土層を削平する状態で、昭和30年代の耕地整理の「窪直し跡」である砂礫層が

認められたが、遺構は検出されなかった。また黒色粘土層の下には細砂層、砂礫層が認められた。遺

物は、窪直し層の砂礫層から現代のビニール紐と共に凹石、黒曜石片、現代陶磁器片などが計5個出

上した

T-8に ついて

耕作土 (表土)の下に灰褐色上が堆積し、その下に砂礫層 (地 山)が認められた。遺構・遣物とも

になかった。

T-9に ついて

T-9は 調査区西側の周囲よリー段高い水田地

に位置 してお り、何 らかの遺構が存在する可能性

が高いと思われた。調査の結果、地山である責色

軟岩層面で掘立柱建物跡 2棟、土疲状遺構が 2

基、柱穴と思われる 1/Jヽ 穴)が十数穴検出できた。

層序 としては、耕作土 (表土)の下に灰褐色上、

黒灰褐色土、黒褐色土、暗茶褐色土が堆積 し、そ

の下に地山が認められた。

T-7完 掘状況 T-8完 掘状況

T-9完 掘状況
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第140図  T-9実 測図

SB-01は 2× 2間の掘立柱建物跡で、柱間寸法は南北で2.0～2.2mを 測 り、東西で1,6～ 1,7mを

測る。またSB-02は 2× 1間の東西棟の掘立柱建物跡で、柱間寸法は東西で1.9～2.3mを測 り、南

北で1,7mを 測る。この2棟の建物跡の柱穴中から出土 した遺物で最下限の時期を示すものは10世紀

前半頃と思われる杯底部片である。

SB-01検出状況 SB-02検出状況
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SK-01検出状況

SK-01

SK-01は 楕 円形 の平面形 を呈 し、径1.6～

1.8m、 深さ1.3m以上を測るもので、検出面より

約20cm下 までは暗茶褐色土が入 り込んでお り、非

常に埋上が堅かった。その下には11世紀代と思わ

れる高台付の杯を含む灰褐色上がかなりの厚さで

堆積 していた。約1.Om下 からは大小の礫が確認

されると共に湧水が激 しくな り1.3mか ら下には

掘 り下げられず、床面は検出できなかった。 しか

しピンポールで深さを確認 したところ、それより

下方に更に1.2m以上下がることが分かつた。

SK-03

SK-03は 円形の平面形を呈 し、径1.2～ 1.3m、

深さ30calを 測る。この上墳内から礫及び遺物が出

土 した。遺物の中で最下限の時期を示すものは10

世紀前半頃と思われる杯底部片である。

SK-02は 調査当初遺構 と思われたが、底の四

面が著 しく埋土の土層堆積状況も整然とせず出土

遺物 も僅かであった。これらのことより、この土

墳は遺構ではなく風倒木痕と思われる。また、S

D-01は 埋土が耕作土と同じであることより水田

耕作用の暗渠と思われる。

SK-03検出状況
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第141図  SK-01出 土遺物実測図
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梨子谷遺跡

現地調査期間……平成 9年 8月 13日 ～10月 1日

調査箇所……松江市上本庄町字梨子谷964-2香地外 3筆

平成 8年度に14工 区については トレンチ 8箇所による試掘調査を実施 したが、堆積土中から摩減 し

た土師器の細片 5片が検出されたものの、遺物包含層 と判断できるものではなく、また遺構面も検出

されなかったことから、工事区域内に遺跡の存在は無いものと判断した。

その後平成 9年度の工事に際 して、工事施工業者から工事中に土器片を発見 したとの連絡を受け、

現地へ赴いたところ東側丘陵裾部分で耕作上の下層より須恵器、土師器の散布が見られ、一部地山面

の露出している部分では溝状のプランが見られた。この時点での工事の進捗状況は、既に切土工及び

盛土工をほぼ終えてお り、旧地形を留めていなかった。

地山面が露出していた区域を精査 した結果、3条の溝状遺構のプランが検出された。SD-01は 長

さ7.5m、 幅60cm、 SD-02は 長 さ2.6m、 幅30cm、 SD-03は長 さ3.Om、 幅30～ 80cmを それぞれ測

る。この内SD-01、 02は暗灰褐色粘質土、SD-03は暗茶褐色の埋土が見られた。なお、地山面で

の遺物は検出されなかった。

水路設置場所での断面調査の結果は、B・ C地点間で遺物包含層が認められ、B地点より東方～本

庄川に至る区域では認められなかった。断面調査及び工事中に採集された遺物は古墳時代後期～奈良

時代にかけての須恵器、土師器が大部分で、平安時代以降と思われる土師質土器片が若千混在 してい

る状況であつた。また、地山面は東端丘陵裾部で見られるのみであった。

14工区全景

-181-



偶」

一一榔
ζ

第142図  梨子谷遺跡位置図
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第145図  梨小谷遺跡出土遺物実測図 (I)
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第146図 梨小谷遺跡出土遺物実測図 (Ⅱ )
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Ⅳ。結 び

松江北東部遺跡東側については昭和61～ 63年度の調査で、竪穴住居跡、柱穴、土墳、溝状遺構、地

山加工段を検出したが、竪穴式住居跡以外は伴出する遺物が無かったことから、時期・性格を言及す

ることはできなかった。出土遺物についても細片で摩減 したものが多 く、時期を確定するには至らな

かった。

的場遺跡は平成元年度に南側の全面調査及び北側の試掘調査を実施 した。その結果、的場丘陵西側

で弥生時代後期 と古墳時代の竪穴式住居跡をそれぞれ 1棟ずつ、古墳 2基を確認 し、弥生時代～古墳

時代にかけての生活を偲ばせる。東側で11棟の掘立柱建物跡、土墳 1、 性格不明遺構の土壊 6、 井戸

1、 溝状遺構 2、 小鍛冶跡 とがそれぞれ確認された。掘立柱建物跡に付いては住居及び倉庫 として利

用されたものと考える。重複 して検出されることから、中～近世にかけての長い期間の生活を伺わせ

る。平成 2年度は平成元年度調査区北側を調査 した。その結果、弥生時代～中世にかけての遺構が検

出された。弥生時代において的場丘陵は生活空間として利用されていたことが判明した。しかし、検

出された住居跡は合計 3棟のみであり、集落を形成 していたとは考えにくく、どのような性格の生活

空間であったのかは不明である。古墳時代においても生活空間として利用されているが、住居跡は 1

棟のみであり、この時代に古墳が11基築造されていることから、むしろ基地としての空間として利用

されていたと考えられる。的場丘陵の古墳群は概ね5世紀末頃である。ところで、本庄平野の北、西

方をとりまく低丘陵上のほとんどには方墳を中心 とした古墳群が展開してお り、そのうち石室が確認

されている古墳が少なくない。これらの古墳群 と比較 して的場古墳群は更に低いほぼ平地に近い丘陵

上に立地 してお り、この違いが時期的なものか、あるいは階級などの規制によるものかは興味深いと

ころである。中世にはいると的場古墳群はすべてが削平され、掘立の建物が建てられるようになり、

再び生活の空間として利用されるようになる。掘立柱建物跡には庇のつ くものが多 く、しかも規模が

大 きいため肥沃な本庄平野を背景 として君臨 した豪農または豪族の居館があった可能性 も考えられ

る。

的場丘陵北側の3工区では試掘調査の結果、旧河川状遺構及び木製品が検出されている。

松江北東部遺跡の西側11工 区については平成 2、 3年度に調査 を実施 したが、遺物の出土状況が西

側水田に比較的多 く偏ってお り、西側丘陵上に存在 した何 らかの遺構が消滅 した際に、遺物が流れ込

んだものと考えられる。

京殿遺跡は平成 3、 4、 5年度に調査を実施 した。その結果、本庄川流域に沿って 9工区ほぼ全域

にわたっていることと、遺構を伴わない遺物散布地であることが判甥 した。遺物は6～ 8世紀を中心

とした須恵器片、土師器片が無数に出土 しているが、その一方で、祭祀用に使われたと考えられる土

馬、手捏土器も出上 している。遺物の大半が摩減 した細片で砂礫層上層から出土 していることと、 9

工区が山裾の扇状地であることから推定すると京殿遺跡は本庄川の氾濫で二次的に堆積 したものと思

われる。出土遺物の中に丹塗土師器片、硯片を含んでいることから寺院、官衛に関連があった可能性

も考えられる。中西 3号墳については周溝が検出されず、古墳 とは断定できないが、付近に古墳が多
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いことから9工区西側の丘陵地は、古墳時代の墓城として利用されていたものと考えられる。

松江北東部遺跡ほぼ中央の 7、 8工区については平成 5～ 8年度において調査を実施 した。 7工区

については検出された建物跡とその上を覆った土石流との遺物の関係は、大規模な土石流によつて当

時の生活が一瞬のうちに失われてしまった状況をよく伝えてお り、古墳時代後期のある時期に相当な

天変地異があったことをしめしているものと思われる。本庄川の度重なる氾濫によつて土石流 と小さ

い浸食とが繰 り返されており、礫を含む層の上に粘土層が被 り、その上にまた礫を含む層の上に粘土

層が被 り、その上にまた礫を含む層が被るという堆積状況が壁面でよくわかる。弥生～中世頃の遺物

が混在 しているので各時代の住居跡や古墳などが流されて堆積 したものであろう。検出された竪穴式

住居跡 3棟、掘立て柱建物跡 2棟は, SI-01と 他の遺構 とは明らかに時期の違うものであるが、検

出面は同じであり、これは掘立柱建物跡が建てられるとき弥生時代の遺構面の上部が削平されたこと

によるものか。また、SB-02と 03は 近接 してお り、建物の方向もやや違ってるので、同じ古墳時代

後期の中でも時期差のある建物と考えられる。第 3調査区一帯は原ノ後遺跡として周知された場所で

あ り、須恵器、土師器などが多 く表面採集されることで知られていた。建物跡が検出されたことが遺

跡の性格を解明することに繁がつた。 8工区は弥生時代中期～古墳時代の遺物が出土 したが、遺構は

検出されなかった。このことは本庄川の氾濫による影響を受けたものと思われる。10工区については、

平成元、 8年度に調査を実施 したが、条里制を示すものや集落の痕跡を示す遺構は確認されなかった

が、遺物の出土状況から本庄地区の集落は度重なる本庄川の氾濫によつて何度 も土砂が埋 まり、埋

まった土砂の上に再び集落を形成 した形跡がある。集落の境界は10工 区よりも東側にあつたと推波Jさ

れる。

荒船遺跡については平成 9年度に調査を実施 したが、遺構 としては掘立柱建物跡 2棟、土娠状遺構

2、 柱穴十数穴確認された。2棟の掘立柱建物跡 とSK-03は 出土遺物により同時期の10世紀前半頃

の遺構であ り、両者の関係はかなり密接であると考えられる。 しかし、 2棟は重複 しており時期的に

前後関係があると思われるが、詳細なことは不明であつた。検出された建物跡の付近は湧水が非常に

激 しく日常生活には適さず、また建物跡の規模などから検討すると住居ではなく、簡単な作業棟の可

能性が高いものと思われる。日常生活のための住居は本 トレンチ上方東向きの緩斜面 (調査予定地外)

に存在 したのではないかと思われる。また、SK-01は その規模や残存状況から丼戸の可能性 もあり、

11世紀に廃棄され、後世に整地されたと考えられる。

梨子谷遺跡については平成 9年度に調査を実施 し、遺物は厚 く堆積 している流入土中からの出土で

あることから、遺物散布地であると考えられる。検出された遺構については、性格は不明であるが、

周辺一帯で採集された土器類の組成から推測 して、集落に関連するものと思われる。
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昭和61年度出土遺物観察表
挿図番号 器   種 法量 (cm) 胎    土 焼  成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第20図 1 須恵器 :菱 密 良好
タト面 :青灰色
内面 :青灰色 外面は平行口‖き。内面は同心円「 lき T-1

第20図 2 須恵器 :壷 宿 良好
外面 :青灰色
内面 :青灰色 摩滅のため調整は不明。 T-1

第20図 3 陶磁器 i高台付碗 推定底径 :5判 密 良好
外面 :淡緑色
内面 :淡緑色

内外面共に淡緑色釉力゙施 してある。 T-2

第20図 4 陶磁器 :壷 密 R好 外面 :灰色
内面 :灰色 外面に灰釉を施す。 T-2

第20図 5 陶磁器 :摺鉢 密 良好
外面 :灰色
内面 :暗灰色

内外面共に平行ナデ。捕前焼。 T-2

第20図 6 陶磁器 :摺鎌 密で 2nm程 度の白色砂粒
を含む。

良好
外面 :濃茶色
内面 :灰色 内面に灰釉を施す。備前焼。 T-3

第20図 7 土師質土器 :皿
推定回径 :39
推定底径 :20
器  高 :15

密 農好
外面 :黒褐色
内面 :黒褐色

内外面共平行ナデ。底部は回転糸切 り T-3

第20図 8 須恵器 :杯蓋 密 ミ好
両
面

外
内

青灰色
青灰色

内外面共に回転ナデ。 T-3

第20図 9 石器 :石鏃 外面 :黒色
内面 :黒色 黒曜石。 T-3

第20図 10 陶磁器 :招鉢 推定底径 :116 密 良好
外面 :茶褐色
内面 :茶褐色

体部内外面共に回転ナデ。底部外面は回転糸切 り。
備前焼。

T-3

第20図 H 上師器 :円 筒埴輸 密 良好
外面 :茶褐色
内面 :茶褐色

内外面共にハケメ。 T-4

第20図 12 須恵器 :杯蓋 密 良好
面
面

外
内

青灰色
青灰色

外面は回転ナデ。内面は不整方向のナデ。 T-4

第22図 1 土師器 :甑 推定底径 :133 密で 1剛程度の白色砂粒
を含む。 良好

外面 :黄 白色
内面 :黄 自色

聴減のため調整は不明。 SI-01

第22図 2 上師器 :高郭 推定日径 :260 密で l mm程 度の自色砂粒
を多 く含む。

良好
外面 :茶色
内面 :黒茶色

外面はタテ方向のハケメ及びヘラミガキ。内面はヨ
コナデ。

SI-01

第22図 3 土師器 :高郭
密で1 5nd程 度の 自色砂
粒を含む。

良好
タト面 :黄色
内面 :赤黄色 摩波のため調整は不明。 SI-01

第22図 4 土師器 :低脚不 推定底径 :68 密で 2 ma程 度の自色砂粒
を含む。

良好
外面 :赤黄褐色
内面 :黄褐色

摩滅のため調整は不明。 SI-01

第22図 5 土師器 :発 密で0 5mn程 度の白色砂
粒を含む。

良好
外面 :黄褐色
内面 :黄褐色

内外面共にヨヨナデ。 SI-01

第22図 6 土師器 :莞 密で0 5mm程 度の 白色砂
粒 を含む。

良好
外面 :明黄褐色
内面 :明黄褐色 摩滅のため調整は不明。 SI-01

昭和62年度出土遺物観察表
挿図番号 器   種 法 量 (cal) 賄    上 焼  成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第28図 1 陶磁器 :皿 推定口径 :260 密で l dm程 度の自色砂粒
を含む。 賞好

外面 :茶色
内面 :茶色

内外面共に淡緑色釉を施す。 T-2

第28図 2 石器 :剥 片 外面 :黒色
内商 :黒色

黒曜石。 T-3

第28図 3 土師質土器 :皿 推定底径 :54 密 良好
外面 :赤褐色
内面 :黄ltJ色

底 部 は回転糸切 り T-6

第28図 4 須恵器 :高台付杯 推定底径 :100 密で0540程 度の 白色砂
粒 を含む。

R好 外面 :青灰色
内面 :青灰色

内外面共に回転ナデ。 1-8

昭和63年度出土遺物観察表
挿図番号 器   梃 法量 (ca) 胎   土 焼  成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第34図 1 土師器 :高年 密で2 nln程 度の白色砂粒
を含む。 良好

外面 :茶帽色
内面 :茶褐色

日縁都は内弯気味。 T-2

第34図 2 陶磁器 :高台付杯 推定底径 :51 密で 1剛程 FItの 自色砂粒
を含む。

良好
外面 :淡緑色
内面 :淡緑色

内面に淡緑灰釉 を施す。 T-7

第34図 3 陶磁器 :高台付杯 推定底径 :49 密で 1血程度の自色砂粒
を合む。 良好

外面 :淡緑色
内面 :淡緑色

内面に淡緑灰釉 を施す。イ(部 内面中央部に菊花様互
EⅣ花紋を施す。

T-7

第34図 4 土師質土器 !皿 推定底径 :56 密で 2 mm程 度の自色砂粒
を含む。

負好
外面 :茶色
内面 :茶色

墜滅のため調整は不明。 T-8

第34図 5 陶磁器 :高台句杯
密で0 5DO程 度の 自色砂
粒を含む。

良好
外面 :淡緑色
内面 :淡緑色 淡緑色釉 を施す。 T-9

第34図 6 陶磁器 :摺鉢 密 良好
外面 :赤茶色
内面 :赤茶色 内面に溝 5条 あ り T― ■

第34図 7 陶磁器 :摺鉢 密 良好
外面 :赤紫色
内面 :赤紫色

摩減のため調整は不明。 T― I〕

第34図 8 須恵器 :斐 密で lnm程度の自色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :黒褐色
内面 :黒IPJ色

内外面共に回転ナデ。外面に2条の沈線、波状紋あ
り。

G-1

第34図 9 と師器 i円 筒埴輪 密 R好 外面 :淡茶色
内面 :淡茶色

内外面共にハケメ G-8

第34区110 須恵器 :鍵 ? 密 良好
外面 :淡灰色
内面 :淡灰色 外面に格子状の叩き痕あ り G-8

第34図 11 ±1師 質土器 :皿 推定回径 :104 密 良好
外面 :椅色
内面 :淡茶色

G-9

第34図 12 須恵器 :斐 ? 省 良好
外面 :青色
内面 :青色

外面に格子状の叩き痕あ り G-12

第34図 13 陶磁器 :皿 密 R好 外面 :自 色
内面 :自 色

内面中央部及び高台都を除き白色の釉 を施す。 G-14

第34図 14 土師器 i円 筒埴輪 留 良好
面
面

外
内

橙色
橙色

摩減のため調整は不明。 G-14

第34図 15 須恵器 :高芥 推定日径 :152 密 農好
外面 :青褐色
内商 :青 ff・ 色

G-17

第35図 16 陶磁器 :皿 密 良好
色
色

自
白

面
面

外
内 外面に淡藍色の文様が描かれている。 G-18

第35図 17 須忠器 :高IFN lt定底径:68 密 良好
外面 :青褐色
内面 :青掲色

G-21

第35図 18 陶磁器 :招鉢 密 良好
画
面

外
内

色
色

茶
茶 内面に溝 4条あり。備前焼。 G-21

第35図 19 上師器 :J:錘 全  長 :30 密 良好
外面 :茶色
内面 :茶色

G-21

第35図 20 弥■式上器 :董
やや粗 く、0 5mm程 度の
白色砂粒 を多元に含む。

良好
面
面

外
内

色褐
色

橙
橙 内外面共にヨコナデ。外面に 3条の沈線を施す。 G-22

第35図 21 弥生式土器 :発 粗くl lal程度の砂粒を含
む。 良好

外面 :橙褐色
内面 :橙褐色

摩減のため調整は不明. G-22
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挿図香号 器 種 法量 (cm) 胎 土 焼 成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第35図 22 陶磁器 :招鉢 推定日径 :304 密で 2nm程 度の自色砂粒
を多量に含む。

良好
面
面

外
内

茶褐色
青褐色

体部はやや内弯気味に開 く。内面に溝 5条あ り。 G-22

第35図 23 須恵器 :甕 密 良好
面
面

外
内

黒褐色
灰褐色

内外面共に回転ナデ。 G―姥

第35図 24 と師器 :土錘 全  長 : 36 密 良好
外面 :茶色
内面 :茶色

G-22

第35図 25 土師質土器 :皿
推定回径
推定底径
器  高

密 良好
外面 :茶褐色
内面 :淡茶色

底部外面にEI転糸切 り痕あ り。 G-23

第35図 26 土師質土器 :皿 推定底径 :4] 密 良好
面
面

外
内

茶色
茶色

底部外面に回転糸切 り痕あ り。 G-23

第35図 27 と師器 :土錘 全  長 :35 密 良好
外面 :茶色
内面 :茶色

外面にすす付着。 G-23

第35図 28 須恵器 :霊 ? 密 良好
画
面

外
内

暗灰色
H旨灰色

底部外面はヘラ調整。 G-26

第35図 29 須恵器 :盛 痛 良好
外面 :淡青色
内面 :淡青色

的場丘陵表
採

第36図30 須恵質土器 :上錘 全  長 :56 密 良好
面
面

外
内

色
色

褐
褐

里
【里
¨

的場丘陵表
採

第36図31 須忠器 1体部 密 良好
外面 :暗褐色
内面 :暗褐色

タト面に三角形の突帯が貼 り付けてある。
的場丘陵表
採

第36図32 土er器 :土錘 全  長 :29 密で 2nm程 度の白色砂粒
を含む。

罠好
面
面

外
内

茶色
茶色

的場丘陵表
採

平成元年度出土遺物観察表
挿図番号 器 種 法せ (伽 ) 胎 土 焼 成 色 調 手 法  調 整 の 件 徴 出土地点

第56図 1 弥生式土器 :墾 推定回径 :202 密で 14m程 度の自色砂粒
を少量含む。

やや不良
外面 :淡黄灰色
内面 :淡黄灰色

外面はヨコナデ、内面はヨコナデ及びヘラケズリ. SI-02

第56図 2 弥生式上器 :菱 推定底径 :46 やや粗く、 l mal程 度の自
色砂粒を多量に含む。

外面
内面

淡黄灰色
淡黄灰色 外面はヨヨナデ、内面はヘラケズ リ SI-02

第59図 1 土師器 :低脚杯 推定口径 ,112 密で0 5an程 度の 自色砂
粒を少豊含む。

やや不良
外面 :淡黄灰色
内面 :淡赤灰色 摩減のため調整は不明。 的場 1号墳

第59図 2 上師器 :低脚不 推定回径 ,124 密で05a」a程度の 白色砂
粒を少量含む。

良
外面 :暗灰色
内面 :暗灰色

摩減のため調整は不明。内面にスス付着。 的場 1号墳

第59図 3 上師器 :低脚不 推定底径 :80 密で0 5mm程 度の 自色砂
粒を少量含む。 良

外面 :淡黄灰色
内面 :黒灰色 内外面共にヨコナデ。 的場 1号墳

第59団 4 土師器 :低脚ネ 推定底径 :80 密で0 5mm程 度の 自色砂
粒を少量含む。

良
外面 :淡赤褐色
内面 :黒灰色

内外面共にヨコナデ。内面にススfl着 。 的場 1号墳

第61図 1 土師器 :壷 推定回径 :169 粗く2 mm程 度の砂粒を多
量に含む。

やや不良
外面 :淡黄灰色
内面 :淡黄灰色

日縁内外面共にヨコナデ。体部外面はハケメ、内面
はヘラケズリ。

道路 Ⅱ区
南拡張区

第61図 2 土師器 :羹 推定回径 :132 密で ユ剛程度の自色砂粒
を少量含む。

良
外面 :淡黄褐色
内面 :淡黄褐色

口縁内外面共にヨコナデ。体都外面はハケメ、内面
はヘラケズリ。

道路 Ⅱ区
南拡張区

第61図 3 土師器 :型 推定回径 :163 やや粗 く0 5am程 度の 自
色砂粒 を多量に含む。

やや良 外面 :暗黄褐色
内面 :暗黄褐色 思策9徘雰視

こヨコナデ。体都外面はハケメ、内面道路 Ⅱ区
南拡張区

第61図 4 土師器 :壷 推定回径 :104 密で l rm程 度の自色砂粒
を少量含む。

良
面
面

外
内

淡黄t.Fj色

淡黄褐色 層賛9徘雰視
こヨヨナデ。体都外面はハケメ、内面道路 Ⅱ区

南拡張区

第61図 5 土師器 :霊 推定回径 :139 やや粗 くl lm程 度の自色
砂粒を含む。

良
外面 :黒灰色
内面 :淡黒灰色

日縁内外面共にヨコナデ。体部外面はハケメ、内面
はヘラケズリ。

道路 Ⅱ区
南拡張区

第6ユ 図 6 土師器 :高 14N 推定日径 :236 密で0 5am程 度の 白色砂
粒を含む。

やや良
面
面

外
内

淡黄灰色
淡黄灰色

内朱面共にハケメ 道路 口区

第61図 7 上師器 :高 杯
推定口径 :187
推定受部径 :103
器  高 :123

やや密で lm程度の自色
砂粒 を少量含む。

良
外面 :淡黄褐色
内面 :暗赤褐色

外商はヨコナデ及びミガキ。内面はミガキ及びケ
ズ1,。

道路 Ⅱ区
南拡張区

第61図 8 土師器 :高郭
推定回径 :217
推定受部径 :135
器  高 :143

密で0 5dm程 度の自色砂
粒 を少量含む。

良
外面 :淡黄褐色
内面 :淡黄掲色

外面 はヨコナデ及び ミガキ。内面は ミガキ及びケ
ズ リ 。

道路 Ⅱ区
南拡張区

第62図 1 殊生式土器 :巽 推定日径 :144 密で154m程 度 の砂粒 を
含む。

良好
外面 :褐色
内面 :褐色

14減 のため調整は不明。外面に赤色顔料付着。 T-16

第62図 2 土師器 :高杯 推定回径 :166 密で lll程度の砂粒を含
む。 良好

外面 :褐色
内面 :褐色

外面はハケメ、内面はハケメ、ヘラケズリ後ヘラミ
ガキ。

T-16

第62図 3 」i師器:羹 推定回径 :202 密で1 5mm程 度の砂粒 を
含む。

良好
面
面

外
内

黄褐色
赤褐色

外面はヨコナデ、内面はヨコナデ及びヘラケズ リ T-1

第62図 4 上師器 :斐 推定回径 n42 密で0 5mm程 度の 自色砂
粒を多量に含む。

良
外面 :黒灰色
内面 :淡黄褐色 冦策9抄要著!こ

ヨコナデ。体都外面はハケメ、内面3工区
道路 I区

第62図 5 硯
画
面

外
内

淡緑灰色
淡緑灰色

両面使用 した痕跡があ り、墨が一部残存。 SB-08

第62図 6 輸入銭 淳化元宝。 T-8

第62図 7 土師器 :土 鈍
全  長
最 大 径

で

ｏ

密
む

lHn程度の砂粒 を含
普通

面
面

外
内

色
色

褐
褐

赤
赤 T― A区

第62EX「 8 土師器 :土 鍾
全  長
最 大 径

密で l mm程 度の砂粒を含
む。

良好
面
面

外
内

黒灰色
黒灰色

指痕あ り E-3区

第62図 9 土師器 !土鍾 最 大 径 :12 密で lam程度の砂粒を含
む。 良好

両
面

外
内

黒灰色
黒灰色

指痕あ り E-3区

第62図 10 須恵質土器 :土錘 最 大 径 :19 密で 1画程度の砂粒を含
む。 普通

画
面

外
内

暗灰色
黒灰色

E-4区

第62図 11 須忠質土器 :土錘
密で 1剛程度の砂粒を含
む。 ミ好

外面 :暗灰色
内面 :黒灰色

E-3区

平成 2年度出土遺物観察表
挿図番号 器   種 法量 胎 土 焼 成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土 地点

第85図 ] 土師器 :低脚杯
推定回径
推定底径
器  高

■
９０
ｎ

密 良好
外面 :茶色
内面 :茶橙色 陸減のため調整は不切。 的場 5号墳

第85図 2 須恵器 :器台 密 良好
外面 :茶褐色
内面 :灰掲色

タト面全体に暗緑灰色釉力S施 されている。外面に7条
の波状文あり。

的場 9号墳

第85図 3 弥生式上器 :壷 やや粗 く2 mm程 度の砂粒
を多量含む。

食好
外面 :橙色
内面 :橙色

摩減のため調整は不明。 SI-03

第85図 4 弥生式土器 :壷 やや粗 く2画程度の砂粒
を多量含む。

良好
外面 :橙色
内面 :橙色

摩減のため調整は不明。 SI-03

第85図 5 須恵器 :逮 推定回径 :115
器  高 :127 密 良好

外面 :茶褐色
内面 :青IFJ色

脚部内外面共に回転ナデ。 SD-01

第85図 6 須恵器 :杯身
推定回径
受 部 径
器  高

密 良好
外面 :灰褐色
内而 :灰褐色 体部内外面共に回転ナデ。 SD-01
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挿図番号 器 種 法量 (cm) 胎 土 焼  成 色 4●l 手 法  調 整 の 特 徴 出土 地点

第85図 7 須恵器 :盤
径
径
高

口
底

定
定

推
推
器

密 良好
夕1面 !青色
内面 :青色 底部外面に回転糸切 り痕あ り。 T-15

第85図 8 須恵器 :郭身
日  経
受 部 径
器  高

α
２
ぉ

密 良好
外面 :淡灰色
内面 i淡灰色

内外面共に回転ナデ。ITN部 内面は多方向ナデ。 SK-15

第85図 9 須恵器 :J4N 推定底径 :68 密 良好
外面 :背色
内面 :青色 疹難挙Fに

回転糸切り痕、「寺」と推定される墨書 X-9区

第85図 10 土師質土器 :杯 推定口径 :130
器  高 :43 密 良好

外面 :赤奈色
内面 :赤茶色 探で?劣周蒼銹7rナ

デ。脚部外面に三角形状の透
中世墓 Ⅱ

第85図 11 上師質土器 :郭
径
径
高

回定推
底
器

】
６
７

密で 14m程度の砂粒を含
む。 良好

外面 :茶色
内面 :茶橙色 摩波が著 しく調整は不明。赤色顔料句落。 中世墓 1

第85図 12 陶磁器 :同 安窯系青磁碗
，

２
９

径
径
高

日
底

定
定

推
推
器

密 良好
外商 :淡橙色
内面 :淡緑色

摩減が著 しく調整は不明。 中世墓 □

平成 3年度出土遺物観察表
挿図番号 器 種 法量 (cm) 胎 :上 焼 成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第87図 1 土師器 :壷 推定日径 :102 τ夢1響馨Fの
白色砂粒

ミ好
外面 :灰褐色
内面 :灰褐色

外面はヨコナデ、内面はヘラケズ リ他 ヨコナデ。 T-3

第87図 2 弥生式土器 :棗 推定回径 :138 τ夢1響馨『
の自色砂粒

良好
画
面

外
内

掲色
明褐色 摩減のため調整は不明。

9工区
T-5

第87図 3 弥生式上器 :壷 推定日径 :156 gフォ響感Fの
白色砂粒

良好
外面 :褐色
内面 i暗掲色

内外面共 ヨヨナデ。
9正区
T-5

第87図 4 弥生式上器 :壷 推定回径 :158 τtt3留程度の自色砂粒 良好
外面 :掲 色
内面 :赤褐色 摩 ltの ためIIR整 は不明。

区

５

工

一

第87図 5 土師器 :議 推定口径 コ66 τ夢:響感Fの白色砂粒
良好

外商 :明褐色
内面 :明褐色

外面はヨコナデ、内面はヘラケズリ他 ヨコナデ。
9工区
T-5

第87図 6 須恵器 :腿 密で l nal程度の自色砂粒
を含む。 良好

外面 :灰色
内面 :淡青灰色

胴都最大径に刺突紋、付近に I条 の沈線を施す。
9工区
T-13

第87図 7 土師器 :土錘 推定回径 :08
全  長 :26 密 良好

外面 :赤掲色
内面 :赤褐色 T-20

第87図 8 陶磁器 :童 推定底径 :64 τ夢1響彗『
の自色砂粒

良好
外面 :褐色
内面 :濃褐色

体部はやや内弯 して伸びる。 T-6

第87図 9 須恵器 :高 林 推定日径 :156
器  高 :102

やや粗 く、 1画程度の白
色砂粒を含む。

不 良
面
面

外
内

灰色
灰色

内外面洪回転ナデ。雰部は内弯 して伸びる。
区

５

工

一

第87図 10 陶磁器 :染付皿 推定回径
推定底径

２

４ 密 良好
外面 :灰色
内面 :灰色 T-20

平成 3年度 9-A区 出土遺物観察表
挿図番号 器   種 法量 胎 土 焼 成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第ν図 1 須恵器 :高郭 催定日径 :90 τ歩自響辱拝
の自色砂粒

良好
外而 :灰色
内面 :灰色 外面は回転ナデ。内両は回転ナデ及びヘラナデ。 9-A区

第弦図 3 陶磁器 :杯 推定底径 :44 密 良好
外面 :黄灰色
内面 :乳 白色

削 り高台を有す。体都は緩やかに内弯。 9-A EXI

第92図 4 須恵器 :高イ 推定底径 :100 密 良好
外面 :灰色
内面 :灰 色

脚部内外商共に回転ナデ。 9-A区

第92図 5 須恵器 :速 τ歩豊響馨価の白色砂粒 良好
外面 :灰色
内面 :灰色 むi[宙鈴B装ちF転

ナデ。タト面に2条の沈線を施9-A区

第92図 6 須恵器 :高 郭 g示豊響ぽ炉
の自色砂粒

良好
外面 :黄緑色
内面 :灰色 脚部内外面共に回転ナデ。 9-A区

第92図 7 須恵器 :高郭 推定底径 :H6 密 良好
外面 :黄緑色
内面 :青灰色 盤毅8鞘 既|デ

。脚部加 に三角形状の 9-A区

第92図 8 土師器 :低脚郭 推定底径 :74 密で 3 nm程 度の自色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :赤掲色
内面 :赤褐色 摩減が著 しく調整は不明。赤色顔料付着。 9-A区

第92図 9 と師器 :高 不 推定底径 :88 喜夢豊たき晋『
度の砂粒

良好
外面 :赤掲色
内面 :赤褐色 摩滅が著 しく調整は不明。 9-Al∠

第92図 10 須恵器 :高 杯
推定回径 !148
器  高 :113 密 良好

タト商 :青灰色
内面 :青灰色 内外面共に回転ナデ。不部内面は多方向ナデ。 9-A区

第93図 1 弥生式土器 :羹 推定回径 :158
τ暮急μ

程度の白色砂粒
良好

外面 :赤褐色
内面 :赤掲色

内外面共 ヨコナデ。顕部内面ヘラケズリ 9-A区

第93図 2 土師器 :壷 推定日径 :142 密で l llm程度の自色砂粒
を含む。 良好

外面 :明ttJ色

内面 :明 褐色
内外面共 ヨコナデ。 9-A区

第錦図 3 土師器 :壷 推定日径 :142 密で l mm程 度の自色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :赤褐色
内面 :赤褐色

内外面共ヨコナデ。 9-A区

第93図 4 土師器 :発 推定回径 :160 薯夢量響憲野
の白色砂粒

良好
外面 :黒褐色
内面 :暗褐色 内外面共 ヨコナデ。顕部内面ヘラケズ リ。 9-A区

第銘区 5 土師器 :霊 推定回径 :134 符で2J81程 度の自色砂粒
を多量含む。 良好

面
面

外
内

灰褐色
明褐色 内外面共ヨコナデ。顕部内面ヘラケズリ。 9-A区

第93図 6 須恵器 :莞 推定回径 :218 密で l nln程度の自色砂粒
を少量含む。 良好

外面 :黄緑色
内面 :黄緑色

内外面共回転ナデ。 9-A区

第93図 7 須恵器 :不蓋 推定回径 :120
器  高 :40 τ歩豊響馨Fの自色砂粒

良好
外面 :灰色
内面 :淡青灰色 ヲ環要,か

両共に回転ナデ。天非部外面は回転ヘ
9-A区

第餡図 8 須恵器 :郭蓋
推定回径 :135
器  高 :38 τ暮きμ程度の白色砂粒 良好

色
色

灰
灰

面
面

外
内 ヲ綴要宇!卜

面共に|]転 ナデ。天丼部外面は回転ヘ
9-A区

第93図 9 須恵器 :杯蓋 推定回径 :142
器  高 :33

密で l jn程 度の自色砂粒
を少是含む。 ミ好

外面 :青灰色
内面 :青灰色 ヲ拶要寮稜目釜千呼

ナデ。天丼部タト面は回嫁ヘ9-A区

第銘図10 須恵器 :ネ蓋 推定回径 :14]
器  高 :32

密で 2剛程度の自色砂粒
を少量含む。 良好

外面 :青灰色
内面 :青灰色 写綴要

'鍋

議子子野
ナデ。天丼部外面は回転へ9-A区

第93図 J 須恵器 :郭身
推定回径 :115
推定受部径 :137
器  嵩 :32 箸房豊響懸属

の自色砂粒
良好

外面 :灰 色
内面 :灰色 房擁ヂ稜含曇挙季P転

ナデ。底著F外面は回転ヘラ9-A区

第錦図12 須恵器 :杯身
推定回径
器  高

２
８

密で 2剛程度の自色砂粒
を少量含む。 良好

外面 i灰 色
内面 :灰 色 耳峰与

[内外面共に回転ナデ。底部外面はヘラ切 り後 9-A区

第93図 13 須恵器 :杯身
推定回径 :118
器  高 :38 霰歩≧響馨『

の自色砂粒
良好

面
両

外
内

灰色
灰色

日縁部内外面共に回転ナデ。底部外面はヘラ切 り後
ナデ。 9-A区

第93図 14 須恵器 i14N身
推定口径 :120
器  高 :45 τ琢豊響辱Fの白色砂粒 良好

外面 :灰色
内面 :灰色

日縁部内外面共に回転ナデ。底部外面はヘラ切 り後
ナデ。 9-A区

第93図 15 須恵器 :郭身
推定回径 :126
器  高 :36

密で 2nf程 度の自色砂粒
を少星含む。

良好
外面 :灰色
内面 :灰色

口縁部内外面共に回転ナデ。底都外面はヘラ切 り後
ナデ。 9-A区

第93図 16 須恵器 :郭身
推定回径
器  高

密で l mm程 度の白色砂粒
を少呈含む。 やや不 良

色
色

灰
灰

面
面

外
内 耳雰プ

内外面共に回転ナデ。底部外面はヘラ切 り後 9-A区
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挿図番号 器   種 法量 (cm) 胎 土 8t 成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第93図 17 須恵器 :杯身
推定回径
器  高

ぉ

５
密で 2 na程 度の自色砂粒
を少量含む。

ミ好
外面 :青 灰色
内面 :青灰色

口縁部内外両共に回転ナデ。底部外面はヘラ切り後
ナデ。

9-A区

第93図 18 須恵器 :高台何不
推定日径 :134
推定底径 :86
器  高 :47

密で 3 ar程 度の自色砂粒
を少是含む。

良好
外面 :灰 色
内面 :灰色

口縁部内外面共に回転ナデ。底部外面は回転ヘ ラ
切 り後回転ナデ。

9-A区

第93図 19 須恵器 :盤
推定回径
推定底径
器  高

密で l mm程 度の自色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :青灰色
内面 :吉灰色

口縁部内外面共に回転ナデ。底部外面は回転糸切
り後回転ナデ。

9-A区

平成 3年度 9-D区 出土遺物観察表
挿図番号 器 種 法量 (cm) 土 焼  成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴

IP土 地点

第96図 1 上師器 :箋 推定回径 :124 やや粗 く05～ l un程 度
の白色砂粒を多量含む。

良好
外面 :淡灰褐色
内面 :淡灰褐色

摩減が著 しく調整は不明。 9-D区

第96図 2 陶磁器 :壷 良好
外面 :自 色
内面 :白 色

9-D区

第96図 3 須恵器 :不身
Ｈ
‥
５

‥
径
‥

径
郡
高

日
受

定
定

推
推
器

密で 4 mm程 度の自色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :肯灰色
内面 :青灰色

口縁部内外面共に回転ナデ。底部外面は回転ヘラ
ケズリ。

9-D区

第96図 4 須恵器 :郭身

Ю
‥
■

‥
径

‥

径
部
高

口
受

定
定

推
推
器

密で lll程 度の自色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :青灰色
内面 :青灰色

口縁部内外面共に回転ナデ。底部外面は回転ヘラ
ケズリ。

9-D区

第96FX 5 須恵器 :魃 密で l mn程 度の自色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :青灰色
内面 :青灰色

外面は回転ナデ。底郡外面は回転ヘラケズリ。 9-D区

第96図 6 土師質土器 :jIN 推定底径 :64 密で0 1nln程 度の 白色砂
粒を少量含む。

良好
外面 :明 赤褐色
内面 :明 赤褐色 底部外面に回転糸切 り痕あ り 9-D区

第96図 7 土師質上器 :郭 推定底径 :72 密で l mm程 度の自色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :明 褐色
内面 :明 褐色

底部外面に回転糸切 り痕あ り 9-D区

第96図 8 土師質土器 :イ 推 定 底 :64 密で 2 mm程 度の白色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :淡橙色
内面 :淡橙色

底部外面に回転糸切 り痕あ り 9-D区

第96図 9 須恵器 :杯身
推定口径 :■ 6
器  高 :43

粗 く05～ 2 mo程 度 の 白
色砂粒 を多量含む。

良好
外面 :青灰色
内面 :青灰色

日縁部内外面共に回転ナデ。底部外面に回転糸切り
痕あり。

9-D区

第96図 10 須恵器 :杯身
推定日径
推定底径
器  高

ぉ
４
０

密で lnm程 度の自色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :灰色
内面 :灰色

日縁部内外面共に回転ナデ。底部外面に回転系切
り痕あり。

9-D区

第96図 H 須恵器 :lIN身
推定回径
推定底径
器  高

密で 2m程 度の自色砂粒
を少最含む。

不 良
外面 :赤褐色
内面 :赤褐色

日縁部内外面共に回転ナデ。底部外面に回転糸切
りlRあ り。

9-D区

第96図 19 陶磁器 :自 磁皿
推定口径
推定底径
器  高

密 良好
画
面

外
内

灰白色
灰白色

薄い釉をかける。 9-D区

第96図 13 土師器 :椀
推定回径
推定底径
器  高

やや粗 く05～ 2 all程 度
の自色砂粒 を多量含む。

良好
外面 :淡橙色
内面 :淡橙色

日縁部内外面共に回転ナデ。底部内外面 は調整不
明。

9-D区

第96図 14 ±lW器 :低脚杯 推定底径 :78 やや粗 くl mm程 度の自色
砂粒 を多量に含む。

良好
外血 :赤褐色
内面 :赤 褐色 摩滅が著 しく調整は不明。赤色顔料句着。 9-D区

第96図 15 土師器 :低脚不 推定底径 :72 脅で l mm程 度の自色砂粒
を多量に含む。

良好
外面 :明 4.●J色

内面 :明褐色
摩滅が著 しく調整は不明。 9-D区

第96図 16 須恵器 :有蓋高杯
推定口径 :106
推定受部径 :138

密で l dlalri度 の自色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :青灰色
内面 :灰色

内外面共に回転ナデ。杯都内面は多方向ナデ。 9-D区

第∞図17 須恵器 :高杯 推定底径 :78 τ瘍豊肥暮感?白
色砂粒

良好
画
面

外
内

濃青灰色
青灰色

内外面共に同転ナデ。杯都内面は多方向ナデ。 9-D区

平成 4年度出土遺物観察表
挿図番弓 器   樋 法呈 (cm) 胎 土 焼  成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第106図 1 土師器 :上錘 全  長 :32 やや粗 く、 2～ 4 malの 自
色砂粒 を多 く含む。

良好
外面 :灰 tgJ色

内面 :灰 褐色
T-19
SD-01

第106図 2 土師器 :上錘 全  長 :42 密 良好
面
面

外
内

黒灰色
淡灰色

T-16

第106図 3 須恵器 :土錘 全  長 :43 密で0 5mI「 程度の 白色砂
粒を少量含む。

良好
面
面

外
内

青灰色
青灰色

T一 ユ]

第107図 1 須恵器 :杯蓋
推定回径 :128
器  高 :41

密で l mm程 度の自色砂粒
を少量含む。

良好
面
面

外
内

青灰色
淡青灰色 ヲ綴要けP外

面共に回転ナデ。天丼都外面は回転ヘ H-3

第107図 2 須恵器 :杯蓋
推定回径 :148
器  高 :28

やや粗く、 l dnl程 度の自
色砂粒を多く含む。

良好
面
面

外
内

青灰色
青灰色

日縁部は内外面共に回転ナデ。天丼部外面は回転ヘ

ラケズリ後ナデ。
14工 区T-2
拡張区

第107図 3 須恵器 :杯身
推定回径 :138
器  高 :39

やや粗 く、 l mn程度の自
色砂粒を少量含む。

良好
面
面

外
内

灰色
灰色

日縁部は内外面共に回転ナデ。
ケズリ。

F-10区

第107図 4 須恵器 :杯身
推定回径
器  高

密で l mm程 度の自色砂色
砂粒を少量含む。

ミ好
面
面

外
内

青灰色
背灰色

日縁部は内外面共に回転ナデ。底都外面は回転ヘラ
ケズリ。

D-8区

第107図 5 須恵器 i14N身
推定口径 :134
器  高 :35

やや粗く、 lnm程度の自
色砂粒を多豊に含む。 良好

面
面

外
内

灰色
灰色 7僚砂伊

内外面共に回転ナデ。 E-11区

第107図 6 土師器 :高 杯 推定口径 :156 密 良好
画
面

外
内

色
色

橙
橙

茶
茶 内外面共月塗 り。 E-12区

第107図 7 土師器 :高 不 推定口径 :172 密で l am程 度の自色砂粒
を少量含む。

罠好
外商 :茶色
内面 :茶色

内外面共月塗 り。 [-2区

第107図 8 須恵器 :短頭壷 推定回径 ,94 密で l mll程度の白色砂粒
を少豊含む。

良好
面
面

外
内

色
色

灰
灰

青
青 内外面共回転ナデ。 H-5区

第107図 9 須恵器 :逮
密で l dm程 度の自色砂粒
を少量含む。

農好
面
面

外
内

青灰色
青灰色

体部は内外面共回転ナデ。底部外面は回転ナデ。体
部外面に2条の沈線。

H-3区

第107図 lC 土師質土器 :高台句郭 推定底径 :84 密で la」n程度の自色砂粒
を少量含む。 R好

画
面

外
内

茶色
茶色

内外面共回転ナデ。
T-2拡 張
区

第107図 11 土師器 :無高台坪 推定底径 :54 密 やや不良
画
面

外
内

橙色
橙色

外面に月塗 り E-12区

第107図 12 須恵器 :高台付壷 推定底径 :74 粗 く、05～ 2岡程 度 の
白色砂粒 を多量含む。

虞好
面
面

外
内

青灰色
青灰色

タト面底部に糸切り痕。 C― ■区

第107図 13 須恵器 :高杯 推定底径 :76 密で 3面程度の自色砂粒
を少量含む。

罠好
面
面

外
内

旨灰色
青灰色

脚部に三角形状の透か し3方向にあ り。 C-11区

第107図 14 須志器 :高 郭
推定日径
推定底径
器  高

ヮ
ヮ
７

やや粗く、 1剛程度の白
色砂粒を多く含む。

やや不良
色
色

灰
灰

面
面

外
内 内外面共回転ナデ。杯部内面は多方向ナデ。 D-8区

第107図 15 須恵器 :高 郭
推定回径
推定底径
器  高

やや粗 く、 1剛程度の白
色砂粒 を多 く含む。

やや不良
色
色

灰
灰

青
青

淡
淡

面
面

外
内 脚部に三角形状の透か し2方向にあ り E-11区
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平成 5年度出土遺物観察表
挿屎1番 号 器   種 法量 (cm) 土 焼  成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第■1図 1 土師器 :墾 推定EI径 :140 粗 く0 5mtr程 度の砂粒を
多曇に含む。

やや不 良
外面 :淡橙色
内面 :橙褐色

内外面共にヨコナデ。
13工区
T-8

第■1図 2 弥生式土器 :斐 推定日径 :144 やや粗 く、 lm程度の砂
粒を多量に含む。

やや不rt
外面 :橙 自色
内面 :橙 自色 咎顧S雪李≠最憲斎餅蝶売

を施した後ナデ。内 区

Ю

工

一

第■1図 3 弥生式土器 :壷 推定日径 :124 粗く、 l an程度の砂粒を
多量に含む。

やや不 良
外面 :橙褐色
内面 :橙褐色

摩FRの ため調整は不明。端都外面に浅い沈線 1条あ
り。

13工区
T-12

第■1図 4 林生式土器 :寵 推定口径 :208 粗 くlll程 度の砂粒を含
不良

面
面

外
内

茶褐色
茶褐色

外面に櫛状正具で沈線文を施 した後、ナデ。 ヨコナ
デ及びヘラケズ リ。

区

５

工

一

‐３
Ｔ

第■1図 5 土師器 :褻 推定口径 :192 粗 く2nf程 度の砂粒を多
量に含む。

良好
外面 i橙灰色
内面 i橙灰色

内外面共にヨコナデ。
13工区
T-8

第■1図 6 土師器 :斐 粗くl mmli度 の自色砂粒
を多量に含む。 不良

外面 :橙tgj色

内面 :橙褐色
内外面共にヨコナデ。外面に赤色顔料が付着。

区

１０

工

一

第■1図 7 土師器 :業
粗 く2 mr程 度の砂粒を多
量に含む。

不良
外面 :茶褐色
内面 :茶褐色 少雰〒Fナ

デ及びハケメ。内面はヨコナデ及びヘラ13正区
T-12

第111図 8 土師器 :壷 粗く2剛程度の砂粒を多
電に含む。

不良
外面 :赤茶色
内面 :茶色 外面 ヨヨナデ。内面はヨコチデ及びヘラケズリ。 T-17

第111図 9 土師器 :短頚壷 推定日径 :85 密で0 5nal程 度の砂粒 を
多量に含む。

不狼
外面 :橙 自色
内面 :橙 白色

外面は摩 Ikの ため調整は不明。内面はヘラケズリ
13工区
T-18

第111図 1( 上禽V器 :把手
粗くユn al程度の砂粒を多
量に含む。

不良
外面 :橙色
内面 :橙色

区

５

正

一

‐３

Ｔ

第111図 H 須恵器 :杯身 推定受部径 :132 密で l mm程 度の白色砂粒
を少遣含む。

良好
画
面

外
内

青灰色
古灰色

内外面央回転ナデ。
区

３

工

一

第Hl図 1 須恵器 :杯身
密で0 5mm程 度の 自色砂
粒を少そ含む。

良好
外面 :青灰色
内面 :青 灰色

内外面共回転ナデ。
8工区
r-5

第111図 1( 土師質土器 :郭 推定底径 :58 密で 2 mm程 度の砂粒 を含
良

面
面

外
内

茶色
椅色

外面底部に糸切 り痕。
区
５

工

一

第111図 14 土師質「ヒ器 :邦 推定底径 :73 密で l mal程 度の砂粒 を少
量含む。

良
外面 :茶色
内面 :橙色

外面底部に糸切 り痕。
13工区
T-5

第111図 ■ 土師質土器 :脚 部 推定底径 :6判 粗くlnm程度の砂粒を多
電に含む。

不良
面
商

外
内

赤茶色
赤茶色

産減のため調整は不明。
区
５

工

一

‐３
Ｔ

第111図 1( 上師器 :高 耳
密で l mm程 度の砂粒を少
量含む。

史好
外面 :茶色
内面 :茶色

摩減のため調整は不明。 T-17

第111図 11 須恵器 :高 杯
密で05a」4程 度の砂粒 を
少呈含む。

良好
外面 :灰色
内面 :灰色

内外面共に回転ナデ。
区

５

工

一

第111図 1モ 須恵器 :高 杯
密で 2画程度の自色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :青灰色
内面 i青灰色

内外面共に回転ナデ。 2方向に透か しあ り。 T-6

第111図 1( ヒ師器 :高 郭 推定底径 :96 密で l mm程 度の砂粒を多
量に含む。

良4-i
外面 :赤茶色
内面 :赤茶色

摩滅のため調整は不明。
区

１８
工

一

‐３
Ｔ

第111図 2( 須恵器 1杯 推定底径 :83 密で l n tl程 度の砂粒を多
量に含む。

良kT
面
面

外
内

青灰色
青灰色

外部外面は回転ナデ、底部は回転糸切 り。内面は斜
めナデ。

13工 区
T-10

第nl図 21 土師器 :高 JT 推定底径 :128 密で l nln程度の砂粒を合
む。

良好
外面 :茶色
内面 :茶色

摩滅のため調整は不明。
13工 区
T-12

第111図多 土師器 :杯 推定回径 n40 密で l mm程 度の白色砂粒
を多量に含む。

不 良
画
面

外
内

茶色
暗茶色

摩減のため調整は不明。
区
１２

工

一

‐３
Ｔ

第111区2 土師器 :低脚イ 推定底径 :86 密で l mm程 度の砂粒多量
に含む。

良好
外面 :赤茶色
内面 :赤茶色

摩減のため調整は不明。
13工 区
T-12

第111図24 須恵器 :盤 推定底径 :153 密で l om程 度の砂粒を含
む。

罠好
外面 :青灰色
内面 :背灰色

外面は回転ナデ。内面は平行すデ。
区
５

工

一

‐３
Ｔ

第nl図 2( 胸磁器 :皿 権定底径 :66 密で l lal程度の砂粒を少
量含む。

良好
面
面

外
内

緑色
暗茶色 外面に浅い 1条 の沈線あ り

13工 区
T-1

第111図 2( 替 全  長 1226 鶴の彫金が施 されている。
13工 区
T-11

第■1図 27 土師器 :鉢 ?
密で l mm程 度の砂粒を含
む。

良好
色
色

茶
茶

面
面

外
内 外面は叩き目。内面はカキメ及び叩き日。

区
１２

工

一

‐３
Ｔ

平成 6年度出土遺物観察表
挿図番号 器 種 法量 (cm) 胎 上 焼 成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第■3図 1 弥生式土器 :壷 推定回径 :106 やや粗 く、 2剛程度の自
色砂粒 を含む。

良好
外面 :茶IFJ色

内面 :茶褐色
摩減のため調整は不明。 T-9

第■3図 2 土師器 :壷 推定回径 :163 やや粗 く、 l mal程 度の自
伍砂粒 を含む。

農好
外面 :茶褐色
内面 :茶掲色

内外面共ヨコナデナデ。 T-40

第113図 3 須恵器 :杯蓋
密で l nI程 度の白色砂粒
を少量含む。 良好

外面 :青灰色
内面 :青灰色

天丼部は外面回転ヘラケズリ。内面は回転ナデ及び
静止ナデ。

T-12

第113図 4 須恵器 :杯身 推定受部径 :140 密で lm程度の白色砂粒
を含む。

良好
外面
内面

灰黒色
灰色

内外面共に回転ナデ。 T-12

第■3図 5 須恵器 :杯身 推定日径 :121 密で l mm程 度の白色砂粒
を合む。 良好

外面 :灰色
内面 :灰色 摩減のため調整は不明。 T-12

第■3図 6 須恵器 :杯身
推定日径 :H0
推定受部径 :134
器  高 :33

密で l mm程 度の白色砂れ
を含む。

良好
外面 :言灰色
内面 :青灰色

内外面共[1転ナデ。底郡は摩減のため調整は不明。 T-33

第■3図 7 須恵器 :郭身
推定日径 :130
推定受都径 :155
器  高 :33

密で l mm程 度の白色砂粒
を含む。

良好
外面 :青灰色
内面 i青灰色

内外面共回転ナデ。底部は摩減のため調整は不明。 T-33

第■3図 8 須恵器 :魃 密で l mm程 度の自色砂粒
を含む。

良好
外面 :灰 色
内面 :灰 色

内外画共に回転ナデ。 T― H

第113図 9 土師器 :奏 騎で l mm程 度の白色砂粒
を含む。

良好
外面 :橙色
内面 :明 恭色

内外面共ヨコナデ。 T-1

第113図 1( 陶磁器 :招鉢
密で l ntl程度の白色砂粒
を含む。

良好
外面 :茶褐色
内面 :茶褐色

内面に 9条 の条痕あ り。 T-25

第113図 11 土師器:高イ 密で 2硼程度の白色砂粒
を含む。

良好
外面 :明橙色
内面 :明橙色

外面に一部赤色顔十あ り。内面はハケメあ り。 T-40

第■3図 1を 須恵器 :高年
密で l mm程 度の白色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :青灰色
内面 :青灰色

内外面共巨1転ナデ。脚部に三角形状の透か しを 2方
向に持つ。

T-7

第113図 1 土師器 :高不
密で 2鰤程度の自色砂粒
を含む。

良好
外面 :黄色
内面 :黄色

摩滅のため調整は不明。 T-7

を113図 14 土師器 :高杯
密で211m程 度の白色砂粒
を含む。 良好

外面 :灰色
内而 :灰色

摩減のため調整は不明。 T-12

第113図 1〔 須恵器 :辱身
密で 1剛程度の白色砂粒
を含む。

良好
外面 :灰色
内面 :灰自色

内外両共に回転ナデで T― H

を113図 1( 須恵器 :lTN身
密で l mm程 度の白色砂粒
を含む。 良好

外両 :灰 白色
内面 :灰 白色 内外面共に回転ナデ。 r― H

第113図 17 ヒ師器 :低脚郭 推定底径 :88 密で 2 mr程 度の自色砂疵
を含む。

良好
外両 :明裕色
内面 :明 橙色

摩減のため調整は不明。 T-25
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挿図番号 器   lg 法量 (cm) 胎   土 焼  成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第H3図 1〔 土師器 :喜 不 推定底径 :104
憲春3μ

程度の自色砂泣
良奸

外面 :明 茶色
内面 :明 茶色

療減のため調整は不明。
ありぅ T-40

第■3図 1( L師器 :高 14N 推定底径 :HO
軍香急押

程度の白色砂粒
良灯

外面 :淡黄色
内面 :淡黄色 努円房炉要?赤裟課銭垢♂

明。内面はしはり痕、Th T-40

第■3図2( 土師器 :髪
憲暮急μ

程度の自色砂粒
ミ好

色
色

褐
褐

黄
黄

面
面

外
内 摩滅のため調整は不明。 T-2

第■3図21 土師器 :奄 密で 211程度の自色砂粒
を含む。 良

外面 :赤桃色
内面 :赤桃色

摩減のため調整は不明。 T-12

第113図22 土師器 :把手 密で 2nn程 度の自色砂粒
を含む。

良
外面 :淡黄色
内面 :淡責色 陸減のため調整は不明。 T-12

第■3図23 土師器 :把手 密で 2 mm程 度の自色砂粒
を含む。 良

外面 :責色
内面 :黄色

踏減のためJII整 は不明。 T― ?

第■3図24 土師器 :小型短顕壷 推定日径 :68 τtt3μ程度の自色砂対 良好
画
面

外
内

色
色

茶
茶 サ炉受Fデ

ナデ、ナナメ方向のタタキ。内面はヘT-40

第■3図25 土肺器 :小型短」IH壷 推定回径 :65
器  高 :163 τtt3μ

程度の白色砂粒
良好

色
色

茶
茶

赤
赤

面
面

外
内 昌悟災サリ掛甲1尾最産震ぁ管がは外面

ハケメ。内T-9

第113図 2( 土師質土器 :底都 推定底径 :110 密で 2H8程 度の自色砂村
を含む。

ミ
外面 :黄色
内面 :黄色 摩減のため調整は不明。 T-36

平成 7年度出土遺物観察表
挿図番号 器   種 法量 (cm) 胎    土 焼 成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第115図 1 上師器 :巽 寡雪懸糾
程度の砂粒を

不良
外面 :赤茶色
内面 :赤茶色 歴減が著 しく調整は不明。 T-l②

第115図 2 土師器 :変 粗 く05m程度の砂粒 を
少量含む。

不 良
外面 :橙褐色
内面 :橙褐色 摩減が著 しく調整は不明。 T-l②

第■5図 3 土師器 :斐 憲F2mm程度の砂粒を含
不 良

面
面

外
内

橙白色
橙白色 雀震界麿祭詭鰹詩窓台

明。内面は肩部に指頭T-l②

第H5図 4 土師器 :高郭 憲Flmm程
度の砂粒を含

良好
外面 :橙色
内面 i Fvk色

摩減のため調整は不明。 T-l①

第115図 5 土師器 :高 郭 夢萱巻糾
程度の砂粒を

良好
色
色

茶
茶

赤
赤

面
面

外
内 外面は回転ナデ。底部外面は回幡ヘラケズリ T-l②

第115図 6 陶磁器 :摺鉢 推定底径 :64 粗く1阿程度の砂粒を含
む。 不 良

外面 :茶褐色
内面 :灰褐色 底部外面に回転糸切 り痕あ り。 T-10

第115図 7 須恵器 :平瓶 ? 推定底径 :72 密で0 5mI程 度の砂粒 を
含む。 不 良

外面 :青褐色
内面 :青褐色

底部外面に回転糸切 り痕あ り。 T-3②

第■5図 8 土師器 :発 推定回径 :182 憲F2mr程
度の砂粒を含

良好
外面 i赤 茶色
内面 :赤 茶■ 摩滅のため調整は不明。 T-3③

平成 8年度前期調査出土遺物観察表
j請 岡番 号 器   種 法量 (枷 ) 】台    it 焼 成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

4.■ 9図 1 須恵器 :不蓋 推定日径 ,121
器  高 :37 軍夢1響暮挙

のヨ色砂粒
良好

外面 :暗灰色
内面 :灰色 ヲ環要 |,p外

面共回転ナデ。天丼部外面は回転ヘ
第 1調査区

窮119図 2 須恵器 :不身
推定曰径 :105
器  高 :42

密で 1 8Jn程度の自色砂粒
を含む。

負好
外面 :灰 色
内面 :灰色 ヮ棗り!よ

内外面共回転ナデ。底部外面は回転ヘ ラ
第 1調杢ヌ

第119図 3 須恵器 :j4N身
推定日径 :124
器  r.・

~:42 密で lnl程度の自色砂粒
を含む。

食奸
外TH:灰色
内面 :灰 色 屏第

nil!ま 内外面共回I_ナ デ。底部外面は回転ヘ ラ
第 1調査区

第■9図 4 須恵器 :高杯 底  径 ,110 密で lm」n程度の自色砂粒
を含む。 R好 外面 :灰色

内商 :灰色
外面は回転ナデ。内面は回転ナデ及び一部静Jヒ ナ
デ 。

第 1調査区

第■9図 5 須恵器 :魅 密で 1剛程度の自色砂粒
を含む。

良好
画
面

外
内

色
色

灰
灰 密憩含霰学呼

ナデ。底部は回転ヘラケズリ。内
第 1調査区

第119図 6 土師器 :高 イ
推定回径
推定底径
器  高

４

０

お

姥

併

１０

密で 1剛程度の自色砂粒
を含む。

良好
外面 :淡茶掲色
内面 :淡 茶掲色

調整は摩滅のため不詳。 第 1調査区

第■9図 7 土師質土器 :皿 推定底径 :62
奪春き甲

程度の自色砂粒
良好

外面 :橙梅色
内面 :橙褐色

内外面共ナデ。 第 1調査区

第■9図 8 土師質土器 :不 推定底径 :44 絡で lm程度の自色砂粒
を含む。

良好
外面 :橙褐色
内面 :橙褐色 底部に回 l‐ 糸切 り痕あ り 第 1調査区

第122図 1 須恵器 :高 杯 推定口径 :122 密で 11m程度の白色砂粒
を含む。 良好

外面 :灰 白色
内面 :灰 自色

口縁部は内外面共回転ナデ。 第 2調査区

第122図 2 須忠器 :壷 推定口径 :120 Zで lm程度の自色砂粒
を含む。

負好
外面 :灰 褐色
内面 :灰 色

口縁都は内外面共回転ナデ。 第 2調査区

第1221/3 須恵器 :芥蓋
τ香 き甲

程 度 の 自色砂 III
良好

外面 :灰色
内面 :灰色

天丼部はタト面回転ヘラケズリ。内面は回転ナデ。 第 2調査区

窮122図 4 上師質土器 :郭 推定底径 :66
室暮き評

程度の自色砂粒
良好

外面 :暗掲色
内面 :暗掲色 底部に回転糸切 り痕あ り 第2調査区

第122LA1 5 土師器 :低脚ネ 推定底径 :72 密で lnn程 度の自色砂粒
を含む。 良lT

外面 :淡橙色
内面 :淡栓色

調整は摩減のため不詳。 第 2調査区

第122図 6 土師器 :高杯 推定底径 :88 密で 1血程度の自色砂粒
を含む。 良好

タト面 :淡橙色
内面 :淡橙色 調整は摩滅のため不詳。 第 2調杢区

第1″図 7 土師器 :椀 推定口径 :128
軍春と評

程度の白色砂粒
度好

面
面

外
内

橙掲色
橙掲色 調整はFTR滅 のため不詳。 第 2調査区

第122図 8 土師器 :高 li( 推定底径 :100 密で l lm程 度の白色砂粒
を含む。 良好

外面 :橙褐色
内面 :橙褐色 調整は摩減のため不詳。 第 2.lat査 区

第122図 9 土師器 :高杯 推定底径 :82 密で llm程 度の白色砂粒
を含む。

良好
外面 :淡茶褐色
内面 :淡茶褐色 調整は摩減のため不詳。 第 2調査区

第122図 lC 土師器 :変 推定回径 :250 密で l mm程 度の自色砂粒
を含む。 良好

外面 :黄 褐色
内面 :黄褐色

調整は摩減のため不詐。 第 2調査区

第122図 H 土師器 :鉢
憲呑き∵

程度の自色砂粒
良好

外面 :黄 tgJ色

内面 :責褐色 調整は摩減のため不Tf。 第 2調査区

平成 8年度後期調査出土遺物観察表
挿図番号 器   種 法量 (cm) 胎    土 院 成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第136図 1 土師質■器 :皿
径
径
高

日
底

定
定

推
推
器

語で l mm程 度の白色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :灰褐色
内面 :灰 掲色 鳳僚Ⅳ

内外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T-11

寝136図 2 土師質■器 :皿
llt定日径
推定底径
器  高

密で l mm程 度の白色砂粒
を少量含む。

El好
外面 :淡褐色
内面 :淡褐色 屠藉;[内

外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り7FR T-11

窄136図 3 土師質土器 :皿
推定日径
推定底径
器  高

密で l mm程 度の自色砂粒
を含む。

良好
外面 :赤掲色
内面 :赤褐色 夙綴ξ

【内外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T-11
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∫
=図

番号 器 種 法昆 土 焼 成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地点

第136図 4 土師質土器 :皿
径
径
高

日
底

一疋
（疋

推
推
器 τ琢豊響辱Fの

自色砂粒
良好

外面 :赤褐色
内面 :赤褐色 Я

『
ξ
[内 外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T― H

第136図 5 土師質土器 :皿
推定回径 :90
推定底径 :48
器  高 :19 薯扉豊響憲Fの

白色砂粒
良好

外商 :淡橙褐色
内面 :淡橙褐色 夙係:卜

内外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 りT」R T-1ユ

第136図 6 土師質土器 :皿
推定回径
推定底径
器  高

τ夢埜樫審悪?白
色砂粒

良好
タト面 :淡褐色
内面 :淡褐色 昂舒計

内外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T-11

第136図 7 土師質土器 :皿
推定回径 :99
推定底径 :42
器  高 :20 τ暮き押

程度の自色砂粒
良好

外面 :淡橙褐色
内面 :淡橙褐色 属写F`内

外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T― ■

落136図 8 上師質土器 :皿
推定口径
推定底径
器  高

憲房茎響感Fの白色砂粒 R好 外面 :淡灰褐色
内面 :淡灰褐色 屠綴計

内外面共に回転ナデ。螂 にEBH4_r糸 切 り痕 T-11

第136図 9 土師質土器 :皿
推定日径 :89
推定底径 i38
器  高 :20 憲塀豊愕督感?白

色砂粒
良好

外面 :赤褐色
内面 :赤掲色 露標評

内外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T-1]

第136図 lC 土師質土器 :皿
推定回径 :99
推定底径 :43
器  高 :18 τ易≧愕暮憲?自

色砂粒
良好

面
面

外
内

灰褐色
灰掲色 夙綴

「

内外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T― H

第 136図 H 土師質土器 :皿
推定回径
推定底径
器  高

憲夢豊樫暮唇?白
色砂粒

良好
外面 :淡褐色
内面 :淡褐色 屠僚評

内外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T-11

第136図 1 土師質土器 :皿
径
径
高

日
底

定
定

推
推
器 τ暮志翌

程度の自色砂粒
良好

外面 :淡褐色
内面 :淡褐色 屠僚:h内

外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T― H

第136図 1【 上師質上器 :皿
推定回径 :98
推定底径 :46
器  高 :27 憲屡豊響感Fの

自色砂粒
良好

外面 :灰掲色
内面 :灰褐色 露舒:[内

外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T― ■

第136図 14 土師質土器 :皿
径
径
高

回
底

定
定

推
推
器 τ夢豊愕暮懸P白

色砂粒
良好

面
面

外
内

褐色
黒褐色 房祈評

内外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T― ■

第136図 15 土師質土器 :皿
推定回径
推定底径
器  高

蜘
お
Ю

奪春きμ
程度の自色砂粒

良好
外面 :褐色
内面 :黒褐色 房好評

内外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り猿 T-11

第136図 16 上師質土器 :皿
α
６
３

径
径
高

口
底

定
定

推
推
器 薯夢豊樫暮憲?自

色砂泣
良好

面
面

外
内

淡赤褐色
淡赤褐色 房紛:[内

外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T― J

第136図 17 土師質土器 :皿
推定回径 :99
推定底径 :36
器  高 :23 τ雰豊響霰rの自色砂粒

良好
外面 :淡赤褐色
内面 :灰掲色 鳳綴計

内外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T-11

第136図 18 土師質上器 :皿
推定回径
推定底径
器  高

密で l nJn程度の白色砂粒
を含む。 良好

外面 :淡灰褐色
内面 :淡灰褐色 5僚∬

内外面共に回転ナデ。底部に回転糸切 り痕 T― ■

第136図 1( 上師質土器 :皿
径
径
高

日
底

定
定

推
推
器 憲屡豊響警Fの自色砂粒

良好
外面 :赤褐色
内面 :赤褐色 牙綴∬

内外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T― コ

窮136図 2( 土師質土器 :皿
径
径
高

口
底

定
定

推
推
器 を示些響辱rの自色砂粒

良好
外面 :赤褐色
内面 :赤褐色 牙綴計

内外面共に回転ナデ。底部 に回嗽糸切 り痕 T-11

第136図 21 土師質土器 :皿
推定回径
推定底径
器  高

τ歩豊響蘇肝の自色砂粒 良好 織辟肇掻雹
色

牙伊ξ
[内 外面共に回転ナデ。底部 に回転糸切 り痕 T-11

第137図 1 鉄製品 :刀 子 ? 最 大 長 i188 2本が密着 している。 T― H

第137図 2 鉄製品 :刀 子 ? 最 大 長 :188 2本が密着 している。 T-11

第137図 3 鉄製品 :刀 子 ? 最 大 長 :188 2本が密着 している。 T― ■

平成 9年度出土遺物観察表
i豪 図番号 器   種 法量 にm) 胎 土 焼 成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土地声

第139図 1 石器 :有舌尖頭器 残 存長 :68 T-6

第141図 1 土師質土器 :高台付碗 推定底径 :73 密 で05～ 3 dr程 度 の 自
色砂粒を含む。

良好
外面 :淡橙色
内面 :淡橙色

外面回転ナデ。内面ヨコナデ。
T-9
SK-03

第141図 2 土師質上器 :高 台付碗 推定底径 :54 雹J疑才誤叫
程度の自

良好
外面 :淡橙色
内面 :淡栓色

外面回転ナデ。内面 ヨコナデ。
T-9
SK-03

第141図 3 土師質土器 :高台付碗 推定回径 :153 霧姪を各3μ
程度の自色

良好
外面 :淡橙色
内面 :淡橙色 外面回転ナデ。内面ヨコナデ。底部外面はナデ。

第141図 4 土師質土器 :高 台付碗
推定回径
推定底径
器  高

６
Ｗ
“ 霧姪を各3押

程度の自色
良好

外面 :淡橙色
内面 :淡橙色 外面回転ナデ。内面ヨコナデ。底部外面はナデ。

T-9
SK-01

第141図 5 土師質土器 :高台句碗
推定口径
推定底径
器  高

望
６
８ 雹jを霧畔

程度の白
良好

内面 :淡橙色
外面 :淡橙色 外面回転ナデ。内面 ヨコナデ。底部外面はナデ。

T-9
SK-0】
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梨子谷遺跡出土遺物観察表
挿図呑号 器   種 法丘 (cm) 胎   土 焼  成 色 調 手 法  調 整 の 特 徴 出土 地点

第145図 1 須恵器 1杯蓋
推定回径 :136
器  高 :42

密で lm程度の白色砂粒
を多量に含む。

良好
外面 :青灰色
内面 :灰色 尺督夢舛,P面

共に回転ナデ。天丼部外両は回転 14工 区

第145図 2 須恵器 :郭蓋 推定口径 130 密で l am程 度の自色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :灰色
内面 :灰色

日縁都は内外面共に回転ナデ。 14工 区

喜145図 3 須恵器 :芥蓋
推定口径 :100
器  高 :34

密で l mm程 度の自色砂粒
を少登含む。

良好
外面 :青灰色
内面 ;暗灰色

口縁部は内外面共に回転ナデ。天丼部外面は回転
ヘラケズリ。

14工 区

宥145図 4 須恵器 :杯身
日  径 :98
受 吉[径 〔120
器  高 :34

密で l oJd程度の自色砂粒
を多量に含む。

良好
外面 :灰色
内面 !灰色

口縁部は内外面共に回転ナデ。底部外面は回転系
切り痕あり。

14工 区

官145図 5 須恵器 ;杯 身
推定回径 ,96
推定受部径 :118

宿で l nldl程度の自色砂粒
を多量に含む。

良好
色灰

色
青
灰

暗
青

面
面

外
内 口縁部は内外面共に回転ナデ。 14工 区

霜145図 6 須恵器 :杯身
口  径 :80
推定受部径 100
器  高 32

密で l dm程 度の自色砂粒
を多量に含む。

良好
外面 :青灰色
内面 :灰色

日縁部は内外面共に回転ナデ。底部外面は回転糸
切 り痕あ り。

14工 区

常145図 7 須恵器 :郭譲 推定底径 :66 密で l nlf程度の自色砂粒
を少量含む。

良好
外面 :青灰色
内面 :明橙色

口縁都は内外面共に回転ナデ。 14工 区

第145図 8 須恵器 :不身
推定口径 1118
器  高 :40

密で 1剛程度の自色砂粒
を少豊含む。

良好
色
色

灰
灰

暗
青

面
面

外
内

日縁部は内外面共に回転ナデ。底部外面は回転ヘ

ラケズリ。
14工区

第145図 9 須恵器 :杯
日
底
器

径 :138
径 :100
高 :50

密で l rm程 度の自色砂粒
を多量に含む。

EI好
外面 :青灰色
内面 :灰色

口縁部は内外面共に回転ナデ。 14工区

第145図 10 須恵器 :堺
推定回径 :142
推定底径 :96
器  高 144

密 良好
色
色

青
青

面
面

外
内

口縁部は内外面共に回転ナデ。内面底部 に一部 ナ
デ 。

14工区

第145図 11 須恵器 :高郭 推定口径 :270 密 良好
外面 :黒灰色
内面 :灰色

回縁部は内外両共に回転ナデ。 14工区

第145図 12 須恵器 :壷 推定回径 :122 密 良好
外面 :青色
内面 :茶褐色

摩減のため調整は不明。頚部に2条の沈線あり 14正区

第145図 13 須恵器 i羹 推定日径 :186 やや粗 く3m程 度の白色
砂粒を合む。

良好
外面 :暗褐色
内面 :暗褐色

日縁部は内外面共に回転ナデ。 14工区

第146図 14 上師器 :整 推定回径 :282 密で l rdn程度の白色砂粒
を含む。

良好
外面 :黒茶色
内面 :橙色

外面はヨコナデ。内面はヨコナデ及びヘラケズリ。 14工区

第146図 1( 土師器 :発 推定回径 :188 粗 く、05m程度の自色
砂粒 を多丘に含む。

良
外面 :茶色
内面 :栓色

摩滅のため調整は不明。 14工区

第146図 1( 土師質土器 〔皿 推定底径 :48 密 食好 待署:朋奈色 摩減のため調整は不明。 14工区

第146図 1 土師器 :高杯 推定底径 :118 密 良好
外面 i赤茶色
内面 :赤茶色

摩滅のため調整は不明。 14工区

第146図 1 土師器 :高 lTN 推定底径 :92 密 良好
外面 :白 橙色
内両 :自 橙色

摩滅のため調整は不明。 14工厖

第146図 19 土師器 :甑
粗 く、 1剛程度の砂粒を
多量に含む。

良
外面 :茶色
内面 :濃茶色

外面はヨコナデ。内面はヘラケズリ。 14工区

第146図笈 土師器 :把手
粗 く、 l ma程度の砂粒を
多量に含む。

外面 :茶色
内面 :橙色

外面はナデ。内面はヘラミガキ。 14工 区

第146図 21 砥 石
外面 :栓褐色
内面 :橙褐色

T-12
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ふ  り が な

所収遺跡名
ふ り が な

所 在 地 コ  ー  ド 】ヒ    糸専 東  経 調査期間 調査面積♂

市町村 遺跡番号

松江北東部

遺跡

32201 35° 30/40″ 133° 07′ 20〃 19861104^ヤ

19981001

16,114.3

調 査 原 因 本庄地区回場整備事業に伴う事前調査

所 収 遺 跡 名 種   別 主な時代 主 な 遺 構 主 な 遺 物 特 記 事 項

松江北東部

遺跡

集落跡

墳 墓

散布地

弥生時代

古墳時代

中

近

世

世

竪穴式住居跡

掘立柱建物跡

小鍛冶跡

井戸跡

古墳

土墳墓

土墳

溝状遺構

中世墓

弥生土器、土師器、須恵器、土

師質土器、埴輪、陶磁器、鉄製

品 (箸 ・刀子等)、 土製品 (土

錘・土馬)、 石製品 (石 鏃・有

舌尖頭 器・勾 玉 。管玉・砥 石

等)、 鏡、硯、貨幣、木製品 (田

下駄等)、
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